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誇りと絆を育む緑豊かな住みよいまち☆小さなまちにあふれる輝き☆

■URL:http://www.town.yoshitomi.lg.jp/ ■E-mail:info@town.yoshitomi.lg.jp

●吉富町職員人事異動 …………………………………………………… 2
●『吉富町散策マップ』を製作しました …………………………… 6
●道路の愛称看板を設置しました ……………………………………… 7

《主な内容》

　４月２１日（日）に「よしとみ・ワッショイ・春まつり」が開催され、会場となった山国川河川敷は大変多くの
来場者でにぎわいました。町内の事業所や団体の出店などが会場を盛り上げたほか、同時開催された
70kmウォークの完歩者も会場に続 と々ゴールし、休息後はお祭りを楽しんでいました。

（6頁に関連記事）

よしとみよしとみ 春まつり春まつりワッショイ 開催開催

5 2013.5.1
May
No.733

［平成25年3月1日現在］人の動き
●町の人口
●男性
●女性
●世帯数

7,046人
3,334人
3,712人
2,884世帯

前月比（－15）
前月比（－7）
前月比（－8）
前月比（＋5）　　

（住民基本台帳法の改正により外国人住民も含まれております。）



2

【
健
康
福
祉
課
】

【
住
民
課
】　

　

吉
富
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

は
、
町
長
か
ら
答
申
さ
れ
た
第
６
次

吉
富
町
行
政
改
革
実
施
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
審
議
し
、
３
月
22
日
に
礒

田
正
信
会
長
が
今
冨
町
長
に
答
申
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

【
健
康
福
祉
課
】

【
税
務
課
】

　

こ
の
答
申
書
に
基
づ
き
、
吉
富
町

で
は
第
６
次
吉
富
町
行
政
改
革
実
施

を
策
定
し
ま
し
た
。
第
６
次
計
画
の

内
容
は
、
第
５
次
吉
富
町
行
政
改
革

実
施
計
画
の
進
捗
状
況
と
と
も
に
、

別
冊
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
総
務
課
】

【
吉
富
町
外
一
市
中
学
校
組
合
派
遣
係
長
】

　

岩
井　

保
子
（
税
務
課
主
査
）

【
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
係
長
】

　

工
藤　

多
津
子

（
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
主
査
）

【
企
画
財
政
課
課
長
】

　

桝　

秀
治
（
産
業
建
設
課
課
長
）

【
産
業
建
設
課
課
長
】

　

大
塚　

和
己

　
　
　
　
　

（
上
下
水
道
課
課
長
）

【
上
下
水
道
課
課
長
】

　

赤
尾　

肇
一
（
税
務
課
課
長
）

【
税
務
課
課
長
】

　

峯
本　

安
昭

　
　

（
議
会
事
務
局
長
（
課
長
）
）

【
議
会
事
務
局
長
（
課
長
補
佐
）
】

　

奥
邨　

厚
志

　
　
　

（
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
）

【
総
務
課
係
長
】

　

守
口　

英
伸

　

（
吉
富
町
外
一
市
中
学
校
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

派
遣
係
長
）

　

【
企
画
財
政
課
係
長
】

　

瀬
口　

直
美
（
総
務
課
係
長
）

【
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
主
事
補
】

　

加
々
見　

哲
也

　
　
　
　

（
健
康
福
祉
課
主
事
補
）

（
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
付
）

　

古
賀　

茂

　
　
　
　
　

（
企
画
財
政
課
課
長
）

　

佐
田　

衛

　

（
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
用
務
員
）

（
平
成
二
十
五
年

　
　
　

 

四
月一日
付
）

あらき　けいすけ

新
規
採
用

昇　
格

異　
動

退　
職

荒木　啓輔
いしもと　げんしょう
石本　玄聖

いのうえ　じゅんいち
井上　純一

ひゃくどみ　かな
百留　佳奈

　（さとう　なほ）
佐藤　菜帆

吉
富
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

吉
富
町
職
員
人
事
異
動

情
報
公
開
制
度・個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
に
お
け
る
公
文
書
の
開
示
状
況
に
つい
て
、次
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

○
吉
富
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
、

　

公
文
書
の
開
示
請
求
の
件
数 …

…
…
…
…
…
…
…

５
件

○
吉
富
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
、

　

自
己
に
関
す
る
公
文
書
の
開
示
請
求
の
件
数  …

…

０
件

総務課だより
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こ
の
ほ
ど
、
吉
富
町
消
防
団
第
２

分
団
分
団
長
の
福
﨑
良
好
氏
が
「
多

年
に
わ
た
り
消
防
の
発
展
に
つ
と

め
、
そ
の
成
績
は
優
秀
で
あ
り
他
の

模
範
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
平

成
24
年
度
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官

表
彰
の
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

福
﨑
氏
は
昭
和
51
年
に
入
団
し
て

以
来
、
37
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
20
年

か
ら
第
２
分
団
の
分
団
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し

た
。

　

吉
富
町
消
防
団
で
は
、毎
月
消
防

車
両
や
機
械
器
具
の
点
検
を
行
い
、不

測
の
事
態
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、こ
の
点
検
の
実
施
に
あ

わ
せ
て
、毎
月
１
日
に
防
火
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
消
防
車
に
よ
る
夜
間

巡
回
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

消
防
車
は
赤
色
灯
を
回
し
、鐘
を

鳴
ら
し
な
が
ら
町
内
を
巡
回
し
、火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消防庁長官表彰の
永年勤続功労賞を

受章

毎
月
１
日
に
消
防
団
が

消
防
車
で
の
夜
警
を

実
施
し
ま
す

▲受章した福﨑良好氏

自治会名 氏　　名 戸　数
幸 子 上
幸 子 古
幸子団地
別　　府
楡　　生
鈴　　熊
今 吉 上
今 吉 下
土　　屋
直　　江
界　　木
和 井 田
広 津 上
広 津 下
昭　　和
小犬丸上
小犬丸下
喜連島上
喜連島下
高　　浜

瀬口　勝美
賀部　正直
乙女　武治
軍神　健次
岡　　重春
野田　健一
末永　啓治
湯浅　修二
山口　数彦
髙尾　賢二
福田　孝義
矢頭 秀登志
釘﨑　周二
宮田　　隆
藤本　　滿
守口　澄良
宇佐　　始
舛川　貞夫
荒井　正廣
桝　　吉彦

154
155
50
185
94
80
165
128
154
247
133
188
176
62
121
131
138
118
128
122

平成25年度 自治会長名簿

　毎日の生活の中で、行政に対する苦情や意
見要望等はありませんか。行政相談は、皆様の
要望や意見を公平中立な第三者的立場で聴
き、苦情の救済と行政制度の運営の改善を図っ
ていく制度です。
　吉富町では、毎月1回（第3金曜日）行政相談
所を開設しています。場所は、吉富町老人福祉
センターで、相談は無料、秘密は固く守られま
す。なお、相談のある方は事前に吉富町役場総
務課（☎24－1122）までご連絡をお願いしま
す。

行政相談所の開設について

　総務大臣から平成25年4月1日付けで、矢頭
和敏さん（広津上）が引き続き吉富町担当の行
政相談委員に委嘱されました。
　行政相談委員は、社会的な信望があり、行政
運営の改善について理解と熱意を有する人の
中から総務大臣が委嘱するものです。地域での
皆さんの身近な相談相手として、行政サービス
に関する相談や行政の仕組みや手続に関する
相談を受け付け、相談者への助言や関係行政
機関への通知などの仕事を無報酬で行ってい
ます。

吉富町の行政相談委員

選挙人名簿抄本閲覧状況の
公表について
　平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの期間におけ
る選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第２８条
の４第７項及び公職選挙法施行規則第３条の４の規定に基づ
き、次のとおり公表します。

吉富町選挙管理委員会

申出者の氏名 株式会社西日本リサーチ・センター
代表取締役　野上淳一

政治・選挙に関する統計調査

平成24年10月11日

広津上（１０人）

福岡市中央区今泉１丁目４番１号

利用目的の概要

閲覧の年月日

閲覧に係る
選挙人の範囲
主たる事務所の
所在地

総務課だより
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５
月
は
、
固
定
資
産
税
第
１
期
分

の
納
期
で
す
。

　

町
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金

も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

５
月
31
日
㈮
は
自
動
車
税
の
納
期

限
で
す
。

　

自
動
車
税
な
ど
の
県
税
は
、
教

育
、
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、

道
路
の
整
備
な
ど
の
貴
重
な
財
源
と

な
り
ま
す
。

　

車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
お
忘

れ
な
く
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
県
税
事
務
所
な
ど
で
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン･

携
帯
電
話
の
専

用
サ
イ
ト
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
税
も
可
能
で
す
。

※

納
期
限
ま
で
に
自
動
車
税
を
連
絡

も
な
く
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
預

金
等
財
産
を
差
押
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
北
九
州
東
県
税
事
務
所　

　

自
動
車
税
係

　

☎
０
９
３
・
５
９
２
・
３
５
０
１

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
60
歳
未
満
で
退
職（
失
業
）

さ
れ
る
と
、国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
続

き
を
行
い
、月
額
１
５
，０
４
０
円

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。た
だ
し
、保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

方
に
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
免
除
制
度
で
は
、通
常
は

審
査
の
対
象
と
な
る
ご
本
人
の

所
得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。た
だ
し
、配
偶

者
、世
帯
主
に一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。退
職

に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

特
例
免
除
の
申
請
に
は
、国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な

ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の　

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る

場
合
は
不
要
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の

写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
等
）

　

な
お
、配
偶
者
の
方
が
退
職

さ
れ
た
場
合
も
こ
の
特
例
免
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、役
場
住
民
課・小
倉
南
年
金

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税務課だより

５
月
は
固
定
資
産
税

第
１
期
分
の
納
期
で
す

口座振替を利用しませんか？
　吉富町では、町の公金（税金や使用料など）の納付について、口座振替を推
奨しています。口座振替にしますと、役場や金融機関に支払いに行く手間が省
け、｢つい｣や｢うっかり｣の納め忘れがなくなり大変便利で安心です。
　ぜひ、口座振替をご利用ください！

【対象となるもの】
　・町県民税　・固定資産税　・軽自動車税　・国民健康保険税
　・保育料　・町営住宅使用料　・後期高齢者医療保険料　・介護保険料
　・上下水道料金
【取り扱い金融機関】
　・福岡銀行　・大分銀行　・西日本シティ銀行　・大分みらい信用金庫
　・九州労働金庫　・福岡京築農協　・ゆうちょ銀行
【問い合わせ】
　・町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税
　　………………………………………………　税務課　☎２４－１１２５
　・保育料、町営住宅使用料、後期高齢者医療保険料、介護保険料
　　…………………………………………　健康福祉課　☎２４－１１２３
　・上下水道料金　………………………　上下水道課　☎２４－４０７４

5月9日（木） ・ 23日（木）
6月13日（木） ・ 27日（木）
・10時～12時 ・13時～15時30分
豊前地域職業訓練センター

＊予約制となっています。
　予約受付は小倉南年金事務所お客様相談室
　☎０９３－４７１－８８７３までお申込みください。

◎5・6月の年金出張相談日
期　　日

時　　間
開設場所

北
九
州
東
県
税
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

国民年金
退職（失業）による
保険料の免除制度
をご利用ください

住民課だより



5

住民課だより

　

国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
る
た
め
に
人
権
擁
護

委
員
が
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
12
年
間
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
活
動
に
携
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
仲
宗
根
稔
さ
ん
に
代
わ
っ

て
、
奥
家
康
子
さ
ん
（
小
犬
丸
下
）

が
新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
仲
宗

根
稔
さ
ん
に
は
長
年
の
功
績
に
対
し

ま
し
て
感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
和
才
直
俊
さ
ん
（
幸
子
上
）

と
桝
吉
彦
さ
ん
（
高
浜
）
は
再
任
さ

れ
、
任
期
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人権擁護委員が委嘱されました人権擁護委員が委嘱されました豊前法律相談センター
無料法律相談のお知らせ
■相談時間　月～金曜日
　　　　　　午後1時～午後4時（祝日は除く）
■場　　所　豊前法律相談センター
　　　　　　（豊前商工会議所2階　豊前市民会館前）
■相談内容　土地、離婚、相続などあらゆる法律問題　
■相 談 料　吉富町に住所を有する方は、一年度一人
　　　　　　1回30分のみ無料となります
　　　　　　（交通事故、多重債務相談は年間通じて
　　　　　　  無料です）
■手 続 き　①役場住民課で相談紹介状（チケット）の
　　　　　　　交付を受ける
　　　　　　②法律相談センターに予約をする
　　　　　　　（☎0979‒82‒5272）
　　　　　　③相談紹介状（チケット）を持参して、法律
　　　　　　　相談センターに伺う
■相談期間　平成25年4月1日から平成26年3月31日
　　　　　　まで行います
■問い合わせ　役場住民課　☎24‒1124

平成25年度
豊前市外二町清掃施設組合
リサイクル講座受講生募集
■講座名　　　ストール作り
■講座開催日　6月7日（金）　午前10時～12時
■募集人数　　12名
■申込期間　　5月7日（火）～5月31日（金）
■申込先　　　豊前市外二町清掃センター
　　　　　　　受付時間　8時30分～16時30分
　　　　　　　☎82‒2192

「特設人権相談所」
の開設について
　法務局と行橋人権擁護委員協議会では、次の
とおり「特設人権相談所」を開設します。離婚・相
続・家庭内のもめごと・隣近所とのトラブル・学校や
職場におけるいじめ・差別など、悩みや困りごとが
あれば、一人で悩まずに、どのようなことでもお気
軽にご相談ください。
　なお、相談は無料で、秘密は固く守られます。
■日　時　平成25年6月4日（火）
　　　　　午前10時から午後3時まで
■場　所　吉富フォーユー会館
■相談員　法務局職員・人権擁護委員

平成２５年度福岡県女性海外研修事業「女性研修の翼」団員募集
■研修国　　イギリス（２都市）
■研修時期　平成２５年１１月１０日（日）
　　　　　　　　　　　　　～１１月１６日（土）
■応募資格
県内に居住し、平成２５年４月１日現在２０歳以上６５
歳以下の方で、団体や企業で男女共同参画等に関す
る活動を積極的に行っており、帰国後も活動を期待で
きる方。ただし、公務員や学生、過去同種の海外派遣
事業に公的な経費により参加した方を除きます。

■募集人員　　　２０名（書類選考と面接選考有り）
■海外研修費用　２５万円程度
■募集期間　　　平成２５年５月７日（火）
　　　　　　　　　　　　　～６月１４日（金）
■申込み　　　　吉富町住民課
■問い合わせ　　県男女共同参画推進課
　　　　　　　　☎０９２‒６４３‒３３９１
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下
水
道
工
事
が
終
わ
り
汚
水
を
流

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
そ
の
区

域
と
供
用
開
始
年
月
日
を
お
知
ら
せ

（
公
示
）
し
、
建
物
所
有
者
に
は
そ

の
旨
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
を
差
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
の

工
事
で
「
公
共
ま
す
」
が
設
置
さ
れ

た
家
屋
の
場
合
は
６
月
上
旬
に
そ
の

通
知
を
差
し
上
げ
る
予
定
で
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

建
物
所
有
者
は
そ
の
通
知
の
日
か

ら
３
年
以
内
に
、
家
庭
か
ら
出
る
排

水
や
し
尿
を
下
水
道
に
接
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
下
水
道
法
で

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
21
年
６
月

以
前
に
通
知
を
差
し
上
げ
た
家
屋
の

場
合
、
す
で
に
３
年
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
さ

れ
て
い
な
い
家
屋
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
改
め
て
職
員
が
お
願
い
に
伺
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
周
辺
水
域
の

水
質
保
全
や
生
活
環
境
の
改
善
の
た

め
、
早
期
接
続
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

＊
水
洗
便
所
等
改
造
助
成
金
の
金
額

　
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
（
供
用
開
始
後
）

○
１
年
以
内
に
接
続
さ
れ
た
方

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４
万
円

○
１
年
を
超
え
、
２
年
以
内
に
接
続

　

さ
れ
た
方…

…
…
…
…
…

２
万
円

○
２
年
を
超
え
、
３
年
以
内
に
接
続

　

さ
れ
た
方…

…
…
…
…
…

１
万
円

※

水
洗
便
所
等
に
改
造
さ
れ
た
場
合

の
助
成
金
で
す
の
で
、
新
築
家
屋

な
ど
は
助
成
金
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
役
場
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　
☎
２
４
・
４
０
７
４

公
共
下
水
道
の
接
続
は

お
早
め
に

〜
ご
利
用
下
さ
い
、助
成
金
制
度
〜

産
業
建
設
課

下水道だよ
り

さわやかな
くらしを

             
    あなた

に

　

４
月
21
日
㈰
に
、「
よ
し
と

み
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
春
ま
つ

り
」
（
主
催
：
同
実
行
委
員

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
春
ま
つ
り
で
は
、
同

時
開
催
と
な
っ
た
70
㎞
ウ
ォ
ー

ク
や
新
企
画
の
ア
ー
ム
レ
ス
リ

ン
グ
大
会
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
大
盛
況
と
な
り
、
会
場
は

例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
発
生

し
た
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
地

復
興
の
一
助
と
な
る
べ
く
会
場

に
募
金
箱
を
設
置
し
、
み
な
さ

ま
か
ら
大
変
多
く
の
ご
厚
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
あ
た
り
、
吉
富
町
交
通
安

全
指
導
員
会
、
吉
富
町
消
防

団
、
吉
富
町
文
化
協
会
、
福
岡

県
豊
前
警
察
署
、
そ
の
他
有
志

の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
場
い

た
だ
い
た
皆
様
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
ま
つ
り
実
行
委
員
会
一
同

平
成
24
年
度

別
府
三
舛
１
号
線

道
路
改
良
工
事

　

工
事
金
額

　
　

１
０
，１
０
１
，０
０
０
円

　
　
　

誠
光
建
設　

株
式
会
社

入
札
結
果

 このたび、本町で
は初めてとなる
「散策マップ」を製
作いたしました。
 このマップは、以
前より要望の声が
大きかった大判
（A3サイズ）の町
の地図に、町めぐ
りに必要な公園、
史跡、グルメ、公的
施設などの情報を集約して掲載し、折りたたん
で携帯しやすくしたものです。また、両面オー
ルカラー、発色が良く水に強いコート紙を使用
しており、世代を問わず利用しやすい仕様とな
っています。
 マップは5,000部印刷しており、現在町役場・
フォーユー会館・駅待合室など、町内の主要施
設にて無料で配布中です。観光パンフレットと
併せて是非ご活用ください。

■問い合わせ
　役場産業建設課　☎0979（24）4073

『吉富町散策マップ』
を製作しました！

よ
し
と
み
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
春
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

よ
し
と
み
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
春
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

上下水道課だより

産業建設課だより
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子育て支援センター便り
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
週
水
曜
日
に
定
例
化
行

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
最
初
の
行
事
と
し
て
４
月

３
日
、
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
古
江
範
子
先
生
を
迎

え
、
親
子
で
体
操
や
ゲ
ー
ム
に

参
加
し
ま
し
た
。
季
節
に
応
じ

て
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
の
歌
を

歌
い
、
用
意
し
た
花
瓶
に
花
を

挿
し
な
が
ら
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
「
ち
ょ
う
ち
ょ
」
「
は
ち
」

に
な
っ
て
動
き
回
り
、
楽
し
く

遊
び
ま
し
た
。 

 
 

【吉富町子育て支援センター】
築上郡吉富町大字広津６４１番地１　ＴＥＬ・ＦＡＸ　２３－２１７８
Ｅ－ｍａｉｌ：ｙｏｓｈｉ－ｋｏｓｏｄａｔｅ＠bz03．plala.or.jp

 
 

 
 

5月の活動予定
1日(水）●

8日(水）●

15日(水）●

22日(水）●

29日(水）●

リトミック　　　　　  10：30～11：30

英会話ふれあい事業　10：30～11：30    

絵本読み聞かせ　　　10：30～11：30    

英会話ふれあい事業　10：30～11：30

積木遊び　　　　　  10：30～11：30

□利用いただける時間
　毎週月曜日～金曜日（祝日はお休みです）
　午前９：００～１２：００　午後１：００～４：００
   子育て相談は、電話、面接等で随時行っています。
□利用対象者／0歳～小学校6年生までの児童とその保護者

～パソコン・インターネット始めてみませんか～

各種パソコン講座開催中
無料パソコンコーナー設置・自主学習も可能です

「貸し会議室（1時間315円～）」あり。お問い合わせください。 

TEL：0979-22-1122（代） 大分銀行

至小倉 旧国道10号線

ゴルフ
センター

至大分

Mr.
Max

自
見
川 中津

市民病院
 

中津駅

トライアル

川嶌整形
外科

なかつ情報プラザ

なかつ情報プラザ 
〒871-0011 大分県中津市大字下池永83番地1

道路の
愛称看板を
設置しました
昨年の広報よしとみ
７月号にて町内の
「主要道路の愛称」
を募集しました。応
募のあった中から小
犬丸黒川線には「電
源道路」（電源開発
交付金によって建設
された）、また小犬
丸界木線には「下往
還（しもおうかん）通り」（昔から街道として呼
ばれていた）という愛称を決定し、このたび看
板を設置しました。

京築神楽定期公演
□日　時　５月２６日（日）　開場：１２：００　開演：１３：００
□場　所　京築神楽伝統文化会館
　　　　　（豊前市立多目的文化交流センター）
□入場料　1,000円（前売り900円）
　　　　　※高校生以下は無料
　　　　　　全席自由
□出演団体　吉富神楽（吉富町）
　　　　　　大村神楽講（豊前市）
　　　　　　赤幡神楽保存会（築上町）
□チケット購入・予約
　京築神楽伝統文化会館　☎（０９７９）５３－９５３５
　※吉富町役場企画財政課においても前売りの販売をして
　　います。
　ただし、数に限りがあります。（０９７９）２４－４０７１（直通）

５月公演

健康福祉課だより

企画財政課だより
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健康福祉課だより

５月12日は「民生委員・
児童委員の日」です。

吉富町子育て相談総合窓口
の設置のお知らせ
　吉富あいあいセンターでは、経験豊かな相談員が、子育ての不
安やしつけ、児童虐待等の子育てに関する様々な悩み相談に電
話や訪問等で応じています。
　予約制ではありませんので、お気軽にご利用ください。
　詳細については、次のとおりです。
◆相談員　　宮澤　千惠美
◆相談日　　毎週火曜日　９時～１２時／１３時～１６時
◆相談場所　吉富あいあいセンター（電話相談　☎２３－９９００）
◆問い合わせ　役場健康福祉課　☎24－１１２３

町営住宅入居者募集について
　町営住宅の入居者を次のとおり募集します。
　入居を希望される方は受付期間内にお申し込みください。
　また、入居者資格等詳しい内容については、お問い合わせくださ
い。
◆募集団地名　間尾団地（間取り：３K）
※2階(2間)への階段がありますので、高齢者や小さいお子さん
がいる世帯はご遠慮いただいております。

◆募集戸数　　５戸
◆団地の場所　吉富町大字広津１１２１番地１
◆住宅使用料　14,200～22,300円（所得等に応じて変動します。）
◆申込受付期間　平成２５年５月１日（水）～１７日（金）
　　　　　　　（土曜、日曜及び祝日は除きます。）
◆抽選日時　　平成２５年５月２２日（水）午前１０：００
◆抽選会場　　吉富フォーユー会館３階　会議室２
◆申込み・問い合わせ
　　　　　　　役場健康福祉課  福祉係  ☎２４－１１２３

〈６５歳以上の皆さまへ〉
生活に関することのご相談に応じています。
●吉富町在宅介護支援センター
　☎23－6111（受付時間　午前８時～午後５時）

●吉富町地域包括支援センター
　☎26－1192（受付時間　午前8時30分～午後５時１５分）
　※上記の時間以外にも、緊急時の相談に応じます。

「広げよう　地域に根ざした　思いやり」
行動宣言

「平成２４年度福岡県民生委員児童委員
協議会会長表彰について

事務局●役場健康福祉課　☎２４－１１２３

　民生委員・児童委員は、生活に困っている方やひ
とり暮らしの高齢の方、ひとり親家庭や育児に関す
る援助を必要とする方の悩み事や心配事の相談に
応じ、町や福祉事務所との橋渡し役にもなっていま
す。
　相談内容は、秘密を守ることが法律で義務付け
られていますので、安心してご相談ください。

　広津上・下地区の民生委員児童委員である友原
友子さん、幸子古・幸子団地地区の民生委員児童
委員である池田英子さんへ、「平成24年度福岡県
民生委員児童委員協議会会長表彰」が授与されま
した。これは、通算９年以上、民生委員児童委員の
職務に携わる方へ贈られる表彰です。
　長年にわたり、民生委員児童委員の職務にご尽
力いただいておりますことを感謝申し上げます。

①安心して住み続けることができる地域社会づく
りに貢献します
②地域社会での孤立・孤独をなくす運動を提案し
行動します
③児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取り
組みを進めます
④多くの福祉課題を抱える生活困難家庭に粘り
強く接し、地域社会とのつなぎ役を努めます
⑤日頃の活動を活かし、災害時に要援護者の安否
確認を行います

地域包括支援センターは、住み慣れた地
域で尊厳あるその人らしい生活を継続す
ることができるよう、さまざまな方面か
ら高齢者等のみなさまを支える機関で
す。保健師・社会福祉士・介護支援専門
員が中心に相談を受け付け、支援方法を
一緒に考えます。

地域包括支援センター
とは

吉富町地域包括支援センター
☎２６－１１９２

＊介護保険の申請をしたい
＊身体の機能に不安がある
＊今の健康状態を維持したい　など

☆介護や健康のこと

どなたからでも高齢者に関する相談をお受けしています。

吉富町地域包括支援センターだより

＊近所の一人暮らしの高齢者が心配
＊介護保険について知りたい
＊認知症とはどんな病気　　など

☆さまざまな相談ごと

＊悪質な訪問販売の被害にあった
＊財産管理に自信がなくなった
＊虐待にあった人がいる
＊虐待をしてしまう　など

☆権利を守ること

＊介護支援専門員ってどんな人
＊病院などとの連携　　など

☆暮らしやすい地域のために

悩み・疑問・相談ごとを一人で抱えこんでいませんか？
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町
内
在
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の
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等
に
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す
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受
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め
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の
村
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生
が
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会
に
配
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さ
れ
ま
し
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。
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は
毎
週
火
曜
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
面
接
相
談
は
予
約
制
と

な
り
ま
す
の
で
、
相
談
希
望
日
前
週

の
木
曜
ま
で
に
教
育
委
員
会
（
☎
２

２
・
１
９
４
４
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　京築地区の中学生でつくる少年野球チーム
「京築ボーイズ」が、第43回日本少年野球春季大
会兼西日本選抜大会予選で優勝し、3月26日か
ら東京で開催された全国大会に福岡県北支部代
表として出場しました。3月19日に京築ボーイズ
のメンバーのうち吉富中学校の生徒8名が吉富
町役場を訪れ、今冨町長に大会出場の報告を行
いました。
　また、その翌日に飯塚市で開催された第9回ミ
ズノ旗争奪九州選抜大会支部予選でも優勝し、4
月27日から佐賀県で開催される九州大会への
出場を決めました。（全国大会の結果は、残念な
がら1回戦で敗退しました。）

少年野球「京築ボーイズ」が
全国大会に出場しました

吉
富
町
子
ど
も
発
達

支
援
専
門
員
が

設
置
さ
れ
ま
し
た　吉富町子ども会育成連

絡協議会では、夏休み・冬
休みに続いて、春休みを
利用して図書ボランティ
ア体験を行いました。
　どうすればよく聴いて
くれるか工夫して練習して、３月29日にこどもの森に読み
聞かせに行きました。
　３回目にもなると上手にでき、園児たちも楽しそうに聴い
ていました。

吉富っ子寺子屋

図書ボランティア
体験

左から持丸さん、川端さん、若山さん、三重野さん、今冨町長、黒江さん、
川邉さん、向野さん、柏木さん（生徒は全員3年生）

教育委員会だより

吉富中学校だより
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教育委員会だより

日付 催  し  物 時　間 入場料

5/16

医療法人
けやき会 東病院
看護の日特別講演会

木
○開場/18：00
○開演/18：30

無料
（要予約）〈問い合わせ〉

医療法人けやき会
東病院
田畑看護部長
☎２２－２２１９

●フォーユー会館催し物ご案内絵本の読み聞かせ『おはなし会』
　町内在住の未就学児を対象に絵本の読み聞かせを行います。
　紙芝居やパネルシアター、手遊び歌などをおりまぜながらの楽し
い時間を親子で一緒に楽しみに来てください。
　参加費は無料です。

□日時　平成２５年５月１５日（水）
　　　　午前１０時３０分から（３０分程度）
□場所　吉富町子育て支援センター　多目的ホール
□問い合わせ　吉富町教育委員会　☎２２－１９４４

吉富町図書室からのお知らせ吉富町図書室からのお知らせ

ランキング
★新着図書のお知らせ

3月分月間月間

□一般書

□一般書

闇医者おゑん秘録帖 ／ あさの　あつこ
ニンプ道 ／ たかはし　みき
火の国から愛と憎しみをこめて ／ 西村　京太郎
海賊と呼ばれた男／ 百田　尚樹
大奥　７・８・９巻 ／ よしなが　ふみ
いきのびる魔法 ／ 西原　理恵子
５５歳からのハローライフ ／ 村上　龍
刑務所なう　シーズン２ ／ 堀江　貴文
雪国８９歳郵便配達おばあちゃん ／清水　咲栄
阿川佐和子の世界一受けたい授業 ／ 阿川　佐和子

1位1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

□児童書
じいじのさくら山 ／ 松成　真理子
のりたいな！新幹線
うどんのうーやん ／ 岡田　よしたか
バムとケロのもりのこや ／ 島田　ゆか
たこきちとおぼうさん ／ 工藤　ノリコ
世界史図鑑 ／ ティム・クーク
だまし絵の不思議な世界 ／ 杉原　厚吉
しゃもじいさん ／ かとう　まふみ
どこいったん ／ ジョン・クラッセン
決戦！どうぶつ関ヶ原 ／ コマヤスカン

1位1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

『軍師黒田官兵衛』 ／野中　信二
『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年』／村上　春樹
『来世は女優』 ／林　真理子
『頭から体を癒す』 ／森田　真理
『やつがれとあん胡郎』 ／くるねこ大和
『なめこはんどめいどＢＯＯＫ』 
『さらさらさん』／大野　更紗
『楽しみながらからだを動かす１～５歳のかんたんリトミック』

BOOK

今月の
ピックアップ

『まんぷくローカルマラソン旅』
　　／ たかぎ　なおこ・著
　　　　メディアファクトリー・出版
食材を収穫してカレーを作る北海道「たんの
カレーライスマラソン」、浅い川の中をバシ
ャバシャ走る広島「八幡川リバーマラソン」
…。走って食べて大満足の全国まんぷくマラ
ソン旅をマンガで紹介。

他

□児童書
『トリックアートたからさがし』 

『アントンせんせい』 ／西村　敏雄

『こども歴史人物新聞　完全版』
他

図書室は、
フォーユー会館
２階にあります。
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生涯学習教室再募集のお知らせ

対 象 者
目 的
受 講 料
申 込 先

申 込 期 間

最 少 催 行 人 数

1.
2.
3.
4.

5.

6.

町内在住で全日程を受講できる予定の方
町民の生涯学習の促進及び自主的な学習活動へのきっかけ作り
材料費またはテキスト代のみ個人負担です。
吉富フォーユー会館窓口でお申込みください。

平成25年5月1日（水）～5月17日（金）
8：30～17：15（土日祝日は除きます。）申込みは先着順です。
各教室とも定員の半数以上で開講します。
最少人数に満たないときは、教室が開講できない旨、ご連絡します。

　下記の教室の再募集を行います。どの教室も初心者向けですので、気軽に学べます。是非、ご参加
ください！

※電話での受付はいたしませんのでご了承ください。

料理教室
岩田　秀一 先生
毎月　第３木曜日
10：00～13：00
24名
ホテルの料理長から家庭で手軽
に作れる「洋食」「和食」の作り方
を学びます。

•講　師
•開催日
•時　間
•定　員
•内　容

６月～11月
（全６回） お菓子教室

末吉　幸二 先生
毎月　第２木曜日
13：00～16：00
24名
シュークリームやケーキなどお
菓子作りの基礎を習います。
作ったお菓子は、ご家庭に持っ
て帰れます。

•講　師
•開催日
•時　間
•定　員
•内　容

６月～11月
（全６回） 絵画教室

山田　史郎 先生
毎月　第３水曜日
13：30～15：30
20名
初心者向けの水彩画の教室で
す。
吉富町周辺の風景をもとに楽し
くスケッチします。

•講　師
•開催日
•時　間
•定　員
•内　容

６月～３月
（全10回）

※各教室の詳細チラシをフォーユー会館窓口に置いています。

吉富町教育委員会主催

『よしとみスポーツクラブ』参加者募集！！『よしとみスポーツクラブ』参加者募集！！『よしとみスポーツクラブ』参加者募集！！『よしとみスポーツクラブ』参加者募集！！

吉 富 町 体 育 協 会

吉富町体育協会では、誰でも気軽にスポーツを楽しむことができるよう、下記のとおり
「よしとみスポーツクラブ」を開設しています。

週に一度は 
エンジョイ･スポーツ！

開催日時 毎週金曜日　19:30～21:00

開催場所 吉富小学校体育館

対 象 者 町内在住者
（年齢性別不問　※中学生以下は保護者の同意が必要です。なお、原則として保護者同伴とします。）

実施内容 スポーツレクリェーション教室として、次の種目を実施しています。

そ の 他 ●参加は無料です。
●日程表や諸連絡等については、吉富フォーユー会館窓口で配布します。

申込み
問い合わせ

吉富フォーユー会館内　吉富町体育協会事務局（☎２２－１９４４）
※ 随時受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせください。

①ソフトバレーボール　②卓球　③バドミントン

教育委員会だより
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■日時　平成25年6月8日（土）
　　　　午前10時から午後6時
■内容
　司法書士が電話にて労働トラブ
ルに関する相談に応じます。
　（未払い賃金・退職金・サービス
残業代の支払い、解雇、派遣切
り、有給休暇、セクハラ・パワハラ
被害など）
■相談電話番号
　☎092‒724‒9505
■当日以外の相談電話番号
　☎092‒724‒9505
　（毎週火曜日午後8時から9時）
■主催　
　福岡県青年司法書士協議会
■本件に関する問い合わせ
　司法書士　坂田憲一
　☎／℻　092‒984‒3762

　

　

■開催地　福岡県行橋総合庁舎
　（住所：行橋市中央1‒2‒1）
■講習会内容
　パソコン入門・初級
■期間　平成25年7月9日(火)
　　　　　　　 ～7月12日(金)
　　　　9：30～16：30
　　　　平日4日間（24時間）
■定員　10人
（定員オーバーの場合書類選考、
応募数5名未満時は中止）
■受講料　無料
（但しテキスト代として1,000円
程度自己負担）
■託児　有
（事前予約制、託児対象年齢は
1歳～就学前迄）
■締切日
　平成25年6月19日(水)必着
■問い合わせ
福岡県母子家庭等就業・自立支
援センター　飯塚ブランチ
飯塚市新立岩8‒1
福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境
事務所内　☎0948‒21‒0390

■試験日　平成25年7月21日（日）
■願書受付期間
　平成25年5月20日（月）
　　　　　　　　～5月24日（金）
■合格発表日
　平成25年8月20日（火）
■願書の提出先
住所地又は就業地を管轄する保
健福祉環境事務所等（行橋市・
京都郡・豊前市・築上郡は福岡
県京築保健福祉環境事務所）
■問い合わせ
福岡県京築保健福祉環境事務
所健康増進課健康増進係
☎0930‒23‒2690

相談 募集
　町内在住の母子家庭のお母さ
ん、父子家庭のお父さん（いずれも
児童扶養手当受給者）を対象に、
ハローワークと連携して就業支援
事業を実施しています。
　相談については、平日は対象者
が居住されている役場等で、日曜
日はクローバープラザ（春日市）で
の出張相談を行います。
（平日9：00～17：00、日曜日9：00
～16：00）

　母子・父子家庭又は離婚協議中
の方を対象に養育費に関する電話
相談業務を実施しています。
（平日9：00～16：00）

母子・父子家庭のための
パソコン講習会を開催します。

■募集内容
　路線バスとバス利用者を題材とし、多くの人がバスに乗りたくなるよう
な楽しいイラスト作品（Ａ４版横）
■部門　①未就学児の部
　　　　②児童・生徒の部（小中学生）
　　　　③一般の部（高校生以上）
■応募締切　6月25日（火）（必着）
■表彰　優秀な作品は後日表彰し、地域の特産品等の記念品を贈呈す
　　　る予定です。
■問い合わせ
　福岡県広域地域振興課　☎092‒643‒3166
　ホームページ　http://www.pref.fukuoka.lg.jp/d12/bus-illust.html

「バスに乗ろう！ ！ イラスト」募集

司法書士による
「労働トラブル１１０番
～未払賃金・解雇など～」開催

母子・父子家庭の
就業支援について

母子・父子家庭の就業支援や養
育費について相談を希望される
方は、下記までご連絡ください。
福岡県母子家庭等就業・自立支
援センター（飯塚ブランチ）
☎０９４８‒２１‒０３９０

養育費の電話相談業務
について

平成２５年度
調理師試験について

9月に実施する路線バス利用促進福岡県内
一斉キャンペーンで使用するイラストを
募集します。

お知らせ
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　宇宙のはじまりとされる大爆発
「ビッグバン」。この「ビッグバン」を
再現し、宇宙誕生の謎を解く「国際
リニアコライダー（ILC）計画」が今
世界の注目を集めています。この計
画は、世界の国々が協力して「巨大
加速器」を建設し、世界中から集ま
った研究者が、人類共通の謎に挑
むものです。
　福岡県と佐賀県にまたがる脊振
山地は、そのＩＬＣ建設の有力候
補地です。脊振地域は、国連機関も
存在する国際色豊かな土地です。
さらに数多くの大学・研究機関や交
通インフラも充実しています。「宇
宙誕生の謎は脊振で解明されたん
だよ」なんて、実現したらすごいで
すよね。
　福岡県では、九州・山口の産学
官政が一体となって設立した「ＩＬ
Ｃアジア-九州推進会議」と連携し
て、世界でただひとつの巨大加速
器ILCの脊振地域での実現を目指
しています。人類の進歩と基礎科学
の発展に大きく貢献するＩＬＣ計
画の九州実現に多くの皆様のご理
解とご支援をお願いいたします。

　

その他
宇宙の謎を解く
巨大加速器ＩＬＣを九州に！

平成２５年度戦没者追悼式のお知らせ

ILCアジア－九州推進会議
http://www.ilc-asia-kyushu.org/

名　称 福岡県戦没者追悼式 全国戦没者追悼式
主　催 福岡県 政府（厚生労働省）

会　場 県立福岡武道館【福岡市中央区】 日本武道館【東京都】
募集人員 900名 102名
参加資格

参加費用等
無　料

(会場までの交通費は自己負担)
＊参列遺族全員の献花を予定

旅費の一部補助あり
差額は本人負担【東京都】

申込締切 ５月31日（金） ５月31日（金）
申込先 吉富町役場　健康福祉課 吉富町役場　健康福祉課
問い合わせ

期　日 平成25年8月15日（木） 平成２５年８月１４日（水）
～８月１５日（木）（２日間）

先の大戦における福岡県出身の戦没者及び一
般戦災死没者の配偶者、三親等以内の血族及
び二親等以内の姻族で本県に居住している方

役場健康福祉課 ☎２４－１１２３
（または福岡県保護・援護課
　☎０９２－６４３－３３０１）

○戦没者及び一般戦災死没者遺族 
　役場健康福祉課　☎２４－１１２３
　（または福岡県保護・援護課
　　☎０９２－６４３－３３０１）
○原爆死没者遺族
　福岡県原爆被害者相談所
　☎０９２－７３３－８９０６

①先の大戦における戦没者、一般戦災死没者
及び原爆死没者の配偶者、 子、 父母、 兄弟
姉妹、孫 及び子・兄弟姉妹の配偶者（夫婦で
参列する場合に限る）で本県に居住してい
る方
②過去に参加したことのない方
③２日間の行程に十分耐えられる体力を有し、
団体行動がとれる方

福岡県では、先の大戦における戦没者等の方々に追悼の誠を捧げるとともに、平和
を祈念するために開催する下記の戦没者追悼式への参列者を募集します。

　福岡県では、「看護の心をみんなの心に」をテーマに、看護の心、ケアの心を一
人ひとりに分かち合っていただくとともに21世紀の高齢社会を担う若い世代にも
その心が受け継がれるよう「看護の日のつどい」を開催します。
■主催　福岡県、福岡県医師会、福岡県看護協会
■日時　平成25年5月11日（土）　
　　　　開場・各相談コーナー　　12：00～
　　　　式典・記念講演　　　　　13：00～16：00
■場所　ナースプラザ福岡（住所：福岡市東区馬出4‒10‒1）
■内容　〈式典・記念講演〉
　　　　　○看護職員知事表彰　○ふれあい看護体験発表
　　　　　○AEDと救急蘇生の実演　
　　　　　○講演会
　　　　　　「ひとりはみんなの為に　みんなはひとりの為に
　　　　　　　～ラグビーから医療へ、スーダン、東北そして福岡～」
　　　　　　　講師　認定ＮＰＯ法人ロシナンテス理事長（医師）
　　　　　　　　　　川原 尚行 氏
　　　　〈会場内催し〉
　　　　　○看護体験川柳の掲示　○AED体験　
　　　　　○健康相談（12:00～15:30）
　　　　　○看護師等になるための進路相談（12:00～15:30）
■定員　約500名
■参加費　無料
■問い合わせ　福岡県保健医療介護部医療指導課看護指導係
　　　　　　　〒812‒8577 福岡市博多区東公園7‒7　（☎092‒643‒3276）

平成２５年度『看護の日のつどい』のお知らせ

かわはら なおゆき

お知らせ
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【
お
誕
生
お
め
で
と
う
】

　

池
田　

和
章

　
　
　

美
百
合
ち
ゃ
ん
（
今
吉
上
）

　

仙
田　

桂

　
　
　
　

杏
ち
ゃ
ん　

（
今
吉
上
）

【
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
】

　

竹
下　

愉
寧　

90
歳
（
土　

屋
）

　

藤
田　

宮
子　

79
歳
（
広
津
下
）

　

恒
成　

忠
由　

86
歳
（
喜
連
島
下
）

　

中
野
ひ
と
み　

56
歳
（
昭　

和
）

【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　

黒
瀨　

陽
司
様　

（
喜
連
島
下
）

　

山
崎
多
恵
子
様　

（
喜
連
島
下
）

　

竹
下　

聖
志
様　

（
土　
　

屋
）

【
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
】

　

大
塚　

和
己
様　

（
土　
　

屋
）

　

宮
本　

俊
樹
様　

（
広
津
下
）

　
　
　

（
４
月
８
日
受
付
分
ま
で
） 

み　

ゆ　

り

あ
ん
ず

休日相談医案内月5
●月　日 ●病医院名 ●住所・電話

３(金）

〃

〃

〃

４(土）

〃

〃

〃

５（日）

〃

〃

〃

６（月）

〃

〃

〃

１２（日）

〃

〃

〃

〃

１９（日）

〃

〃

〃

２６（日）

〃

〃

〃

〃

日曜日
祝日

豊築休日急患センター
◎内科・小児科
　（9時～22時　受付は21時30分まで）
◎歯科（９時～17時30分）
◎口腔ガン専門医の診察
　予定日は5日・19日です。

豊前市荒堀
☎８２－８８２０

吉富町幸子
☎２５－２２２５
中津市沖代町
☎２２－６２００
中津市中殿町
☎２２－２５３５
山国町守実
☎６２－２３３６
豊前市八屋
☎８２－２５０２
中津市沖代町
☎２４－４１６０
中津市中央町
☎２４－５２２２
耶馬溪町樋山路
☎５６－２３６１
豊前市八屋
☎８２－２３７１
中津市沖代町
☎２３－６５７７
中津市宮夫
☎２４－５７０１
耶馬溪町大野
☎５４－２０３５
豊前市赤熊
☎８２－２４３８
中津市牛神
☎２２－３３７５
中津市宮夫
☎２４－９８５５
耶馬溪町山移
☎５５－２０６８
築上町安武
☎0930－52－0505
豊前市八屋
☎８２－３２７６
中津市新魚町
☎２２－１３１６
中津市中央町
☎２５－０３８０
本耶馬溪町落合
☎５３－２３０５
豊前市四郎丸
☎８２－２４５６
中津市沖代町
☎２５－２０００
中津市上宮永
☎２４－６８７８
耶馬溪町平田
☎５４－２１１４
豊前市恒富
☎８２－３１２７
豊前市四郎丸
☎８２－２２０３
中津市田尻
☎３２－５８０５
中津市中央町
☎２２－０１９２
本耶馬溪町樋田
☎５２－２２０１

よしとみ整形外科リウマチ科クリニック

さがら小児科

梶原病院

水谷クリニック（中津市）

八屋第一診療所

ふるかわメディカルクリニック

けいだクリニック

下郷診療所（中津市）

渡辺整形外科

末廣医院

木下外科医院

津民診療所（中津市）

小林整形外科医院

宮田内科医院

かわしまクリニック

山移診療所（中津市）

片山医院

矢鳴医院

西内科医院

宮本整形外科医院

横井医院（中津市）

梶原内科泌尿器科クリニック

末宗内科医院

内尾整形外科医院

平田診療所（中津市）

清田整形外科医院

大川病院

前田内科医院

酒井病院

守谷医院（中津市）

慶　
　
　
弔

香
典
返
し
寄
附
お
礼

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

祭
壇
事
業
廃
止
の
お
知
ら
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、自
宅
で
の
葬
儀
に
際
し
祭
壇

等
の
貸
出
を
行
って
お
り
ま
し
た
が
、平
成
25
年
３
月
末
日

を
も
って
祭
壇
事
業
を
廃
止
し
ま
し
た
。

お知らせ
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石
井
眞
理
子

ち
り
め
ん
の
眼
鏡
ケ
ー
ス
に
咲
く
椿

褪
せ
ず
に
紅
き
花
び
ら
見
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

幸
子

こ
の
ひ
と
日
ぶ
じ
に
過
ご
せ
し
に
感
謝

を
す
古
稀
を
迎
え
る
春
と
な
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

螻
川
内
英
一

桃
の
花
一
輪
さ
し
て
帰
り
待
つ

妻
の
驚
く
顔
が
見
も
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
久
美
子

愛
ら
し
き
小
鳥
の
さ
え
ず
り
聞
き
を

り
ぬ
音
色
似
て
い
る
乙
女
の
声
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
田　

正
子

桃
色
の
柔
道
着
の
女
児
も
交
り
ゐ
て

和
や
か
な
れ
り
界
荒
る
る
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
山　

武
子

そ
の
昔
ヒ
ー
ル
な
ら
し
て
闊
歩
せ
し

ウ
イ
ン
ド
な
が
め
背
筋
伸
ば
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤　

忠
義

お
彼
岸
に
近
く
の
人
に
い
た
だ
き
ぬ

ま
づ
先
祖
に
と
ぼ
た
も
ち
そ
な
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　
　

紀
子

追
憶
に
眠
れ
ざ
る
夜
半
カ
ー
テ
ン
を

開
く
れ
ば
月
の
何
と
優
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
澤　

千
里

白
熱
の
競
吟
大
会
緊
張
の

ほ
ぐ
れ
ぬ
ま
ま
に
壇
上
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
原
ト
シ
エ

十
代
で
両
親
亡
く
す
我
な
る
に

死
ぬ
る
を
忘
れ
卒
寿
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
時　

敬
子

我
を
見
て
カ
ラ
ス
は
木
々
に
ス
タ
ン

バ
イ
餌
を
つ
い
ば
み
羽
音
の
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
野　

朝
香

五
十
セ
ン
チ
は
あ
ら
む
と
思
ふ
子
持

ち
か
ん
ら
ん
芯
の
ま
は
り
に
鈴
な
り

と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
坐　

新
子

番
所
あ
と
千
代
姫
祠
女
神
騎
牛
像

古
代
の
ロ
マ
ン
海
に
栄
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
渡　

築
川

僕
は
蝶
あ
な
た
は
甘
い
花
の
蜜

し
ば
し
春
の
日
な
に
つ
み
あ
り
や

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
口　
　

登

桜
花
宴
酔
い
覚
め
や
ら
ぬ
つ
つ
じ
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤　

忠
義

ひ
ら
ひ
ら
と
庭
の
日
だ
ま
り
初
黄
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
口　
　

薫

「
有
馬
温
泉
」

花
冷
え
や
坂
道
多
し
有
馬
の
湯

太
閤
の
愛
で
し
古
湯
や
花
三
分

木
々
芽
吹
く
湯
の
町
響
く
下
駄
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
渡　

築
川

信
号
機
無
視
す
る
親
を
子
が
叱
り

被
災
地
は
本
当
の
春
を
待
っ
て
い
る

子
守
唄
路
地
に
昭
和
が
生
き
て
い
る

正
論
を
吐
け
ば
仲
間
が
逃
げ
て
い
く

住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
せ
る
あ
り
が

た
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
口　
　

登

風
邪
で
す
ね
診
る
ド
ク
タ
ー
は
咳
く

し
ゃ
み

お
札
よ
り
コ
イ
ン
が
う
れ
し
孫
三
歳

脳
ト
レ
と
妻
の
喋
り
は
続
け
さ
せ

デ
パ
地
下
の
一
口
試
食
Ｌ
に
し
て

英
三
字
グ
ル
ー
プ
同
じ
顔
し
て
る

だ
う
ぎ

み
っ
つ

ば
っ
た

う
ぶ
す
な

へ 

こ 

お
び

連
　
句

連
　
句

　

半
歌
仙
「
卒
業
や
」
の
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
さ
く
き
吉
富
連
句
会

　

卒
業
や
讃
辞
の
拍
手
惜
し
み
な
く　
　
　
　
　
　

守
口　
　

薫

　
　

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
鳴
る
喇
叭
水
仙　
　
　
　
　

佐
田　

正
子

　

名
物
の
店
の
草
餅
売
り
出
し
て　
　
　
　
　
　
　

石
井
眞
理
子

　
　

顔
ほ
こ
ろ
ば
す
孫
は
可
愛
く　
　
　
　
　
　
　

米
田　

隆
佳

　

晴
れ
渡
る
空
に
浮
か
び
し
月
の
舟　
　
　
　
　
　
　
　

眞
理
子

　
　

部
屋
の
片
隅
飛
蝗
と
び
跳
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薫

ウ
　

老
若
に
地
蔵
踊
り
を
手
ほ
ど
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
子

　
　

肩
触
れ
合
い
て
心
と
き
め
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
佳

　

乾
杯
の
グ
ラ
ス
に
透
か
す
コ
ン
タ
ク
ト　
　
　
　
　
　

眞
理
子

　
　

終
わ
り
を
告
げ
る
十
二
時
の
鐘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薫

　

農
業
は
ど
う
す
る
首
相
Ｔ
Ｐ
Ｐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
佳

　
　

産
土
の
宮
ひ
そ
と
参
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薫

　

颯
爽
と
兵
児
帯
き
り
り
初
浴
衣　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
理
子

　
　

睡
蓮
鉢
に
映
る
三
日
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
子

　

禅
門
の
僧
の
説
き
た
る
大
宇
宙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
佳

　
　

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
調
べ
重
た
く　
　
　
　
　
　

廣
畑　

良
子

　

車
椅
子
押
さ
れ
行
く
路
花
吹
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薫

　
　

耕
し
終
え
て
種
を
撒
き
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
佳

　
　

　
　
　
　

首
　
平
成
二
五
年
三
月
十
六
日

　
　
　
　
尾
　
平
成
二
五
年
三
月
三
〇
日
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あいあいセンターだより

　６～７月に婦人がん（子宮がん・乳がん）検診・総合健診を下記の日程で実施します。
健診対象者の方には、４月末に希望調査票を郵送しています。あなたの地区の保健推進員
さんが５月上旬に調査票の回収に伺いますので、受診希望日を記入し提出してください。
　対象者で過去に健診の取消をした方には調査票が届いていません(世帯全員が健診を
取り消した場合)ので受診を希望される方は、あいあいセンターにご連絡ください。直接
申し込むこともできます。
　年に一度の健診の機会です。対象者の皆様は、積極的に受診してください。

平成25年度

婦人がん検診・総合健診

の申込みについて

肩こり腰痛予防教室参加者募集 ! ベビーマッサージのお知らせ

総
合
健
診

婦
人
が
ん

＊上記記事の申込み・問い合わせは／吉富あいあいセンター ☎２３－９９００＊

　毎日の仕事やストレスが原因で、肩こりや腰痛でお
悩みの方はいませんか？
　生命の貯蓄体操は、気功の養生術を取り入れ、身体
の自然治癒力を高める体操で、肩こりや腰痛、不眠等に
効果的といわれています。
　今回、初心者向けの教室を開催しますので、ぜひお
気軽にご参加ください。

■日　時　　 ５月２０日(月）から１２回コ－スでスタ－ト
　　　　　　毎週月曜日　（１０時～１１時３０分）
■場　所　　吉富あいあいセンタ－
■講　師　　生命の貯蓄体操普及会吉富準支部 指導員
■定　員　　２０名(定員になり次第締め切ります)
■参加費用　 無　料

　５月の赤ちゃん広場は、９日と２３日です。
　２３日は、ベビーマッサージを開催します。
　ベビーマッサージは、ママと赤ちゃんの絆を深めるためのスキンシッ
プです。愛情のこもった温かい手で触れられて育った子どもは、情緒豊
かで心身共に安定し成長すると言われています。
　ぜひ赤ちゃんと一緒にご参加ください。

■日　時　５月２３日（木）　午前１０時３０分～１１時３０分
■場　所　吉富あいあいセンター　プレイルーム
■参加料　無　料
■持ってくる物　赤ちゃんの飲み物、バスタオル
■定　員　１０組（定員になり次第締め切ります）
■申込み　吉富あいあいセンターに５月２０日（月）までに申し込んでください。
■注　意　予防接種を受けて24時間以内はできません。
　　　　　授乳直後は避けてください。

健診項目
特定健診
基本健診
胃がん検診
肺がん検診
大腸がん検診
前立腺がん検診
子宮がん検診
乳がん検診

料金
500円
無料
400円
100円
200円
200円
300円
500円

対象者
４０～７４歳の国保加入者
４０歳以上の生活保護世帯の方
４０歳以上
４０歳以上
４０歳以上
50歳以上の男性
２０歳以上の女性２年に１度（昨年受診者は対象外）
40歳以上の女性２年に１度（昨年受診者は対象外）

内容
身体計測・血圧測定・血液検査・診察等
身体計測・血圧測定・血液検査・診察等
バリウムを飲んでレントゲンをとる
胸部レントゲン　※喀痰検査は別途３００円必要
便潜血反応検査（２日法）申し込んだ方には事前に容器を配布
腫瘍マーカーＰＳＡ血液検査
頸部細胞診
触診、レントゲン（マンモグラフィー）併用

○健診料金・対象者

○健診日程

月　日

6月21日(金)

6月22日(土)

6月23日(日)

6月24日(月)

7月  4日(木)

受付時間

9:00

～

10:30

場　所

あいあいセンター

あいあいセンター

あいあいセンター

あいあいセンター

漁村センター

対象地区
和井田、別府、
楡生、鈴熊
町全体①
今吉上・下、広津下
町全体②
昭和、幸子団地

土屋、直江、界木

小犬丸上･下、
喜連島上･下、高浜

7月  5日(金) あいあいセンター 町全体③
幸子上・古、広津上

◎婦人がん検診【子宮・乳がん検診】
※下記の地区割り日程で都合の悪い方は都合の良い日に申し込んでください。

月　日

6月29日(土)

6月30日(日)

7月  1日(月)

7月  2日(火)

7月  3日(水)

受付時間

8:00

～

11:00 

場　所

あいあいセンター

あいあいセンター

あいあいセンター

あいあいセンター

漁村センター

対象地区
鈴熊、今吉上・下、
昭和

町全体①

直江、小犬丸上

幸子上・古、界木、
幸子団地
小犬丸下、喜連島
上・下、高浜

7月10日(水) あいあいセンター 土屋、別府、楡生

7月11日(木) あいあいセンター 和井田、
広津上・下

7月12日(金) あいあいセンター 町全体②

◎総合健診【特定(基本)健診、胃がん･大腸がん･肺がん･前立腺がん検診】

※

特
定･

基
本
健
診

　
前
立
腺
が
ん
検
診

　
は
９
時
　
分
開
始

健診自己負担料金の免除
について

①75歳以上の方（平成26年４月１日までに75歳になる方を含む）
②市町村民税非課税世帯の方　③生活保護世帯の方
※上記の①～③の方は健診の自己負担料金が免除されます。ただし、特定健診は有料です。（特定健診以外）

※握力の弱いご高齢の方には
　お勧めできません。

30
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吉富町特定不妊治療費助成事業を始めます

ヒブ・小児用肺炎球菌･子宮頸がん予防の3ワクチンが
定期予防接種となりました

ヒブ・小児用肺炎球菌･子宮頸がん予防の3ワクチンが
定期予防接種となりました

町では、平成25年4月１日以降に治療を開始した特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）
について、治療費の一部を助成します。

以下の要件に全て該当するご夫婦
1. 申請日前1年以上の期間、引き続き町内に住んでいる夫婦(仕事等のため夫婦の一方が一時的に町外に住んでいる場合も含みます)。
2. 福岡県の特定不妊治療費の助成決定を受けている夫婦。
3. 夫及び妻の前年の所得(1月から5月までの申請については前々年の所得)の合計金額が730万円未満である。
4. 町税その他の町に納入すべき金銭の滞納がないこと。

特定不妊治療にかかる治療費(入院代・食事代等治療に直接関係のない費用を除く)から県の助成金等を控除した額。

特定不妊治療に要した費用に対し、1回につき10万円を上限と
する（100円未満の端数があるときはこれを切り捨てた額）。
助成回数は1年に2回まで（福岡県の助成を初めて受けた年度
は3回）、助成期間は5年度とする（ただし通算10回まで）。
他の市町村から既に助成を受けている場合は、その助成年数
を控除します。

①吉富町特定不妊治療費助成金交付申請書
②不妊治療費助成事業受診等証明書
③その他必要な書類
　（福岡県発行の不妊治療費助成承認決定通知書・領収書等）
④印鑑
治療終了日の属する年度内に申請してください。

平成25年4月1日から予防接種法が改正され、ヒブ（インフルエンザ菌b型）・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防の
3ワクチンが定期予防接種に導入されました。定期予防接種化により事前の申請は不要となりました。すでに予
診票をお持ちの方は、その予診票を使用できます。また、新しい予診票は町内医療機関に置いています。

平成25年4月1日から予防接種法が改正され、ヒブ（インフルエンザ菌b型）・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防の
3ワクチンが定期予防接種に導入されました。定期予防接種化により事前の申請は不要となりました。すでに予
診票をお持ちの方は、その予診票を使用できます。また、新しい予診票は町内医療機関に置いています。

◆ヒブ（インフルエンザ菌b型）ワクチン
　インフルエンザ菌b型による乳幼児の髄膜炎、敗血
症、喉頭蓋炎などとても重い全身感染症を予防するワ
クチンです。接種後、発赤や腫れなどの局所の副反応
が報告されています。

●対象者 : 生後2か月以上5歳未満
●接種回数 : 生後2か月以上7か月未満････4回
　　　　　　生後7か月以上１歳未満･･････3回
　　　　　　1歳以上5歳未満････････････1回

◆子宮頸がん予防ワクチン
　子宮頸がん予防ワクチンには｢サーバリックス｣と「ガーダシル」の２種類のワクチンがあります。これから子宮頸がん予防ワク
チンの接種を開始する方は、どちらかのワクチンを選ぶことができます。接種後、疼痛、腫れなどの局所反応や軽度の発熱、倦怠
感などの全身反応も報告されています。また、血管迷走神経反射により失神などの副反応が出る可能性があるため、必ず接種後
30分間はその場で安静にするようにし、移動の際には保護者等が付き添うようにしてください。

●対象者 : 小学6年生～高校1年生の女子(標準接種年齢となっている中学1年生には個人通知を発送しています)
●接種回数 : 3回　※2種類のワクチンのうち、同じものを3回接種してください。
　「サーバリックス」 初回接種から1か月後に2回目、初回接種から6か月後に3回目を接種
　「ガーダシル」      初回接種から2か月後に2回目、初回接種から6か月後に3回目を接種

◆小児用肺炎球菌ワクチン
　90種類以上ある肺炎球菌血清型のうち、子どもで重い病気を起こ
しやすい7種類の血清型に対応するワクチンです。ワクチン接種する
ことで髄膜炎、敗血症、肺炎などとても重い全身感染症や中耳炎など
の気道感染症を予防することができます。副反応としては、接種後、
腫れなど局所反応のほか、一時的な発熱なども認められています。

●対象者 : 生後2か月以上5歳未満
●接種回数 : 生後2か月以上7か月未満･･･････4回
　　　　　　生後7か月以上1歳未満･････････3回
　　　　　　1歳以上2歳未満･･･････････････2回
　　　　　　2歳以上5歳未満･･･････････････1回

吉富あいあいセンター　☎23-9900問い合わせ

吉富あいあいセンター　☎23-9900問い合わせ

対 象 者

助成の対象となる費用

助 成 内 容 申請に必要な書類等

※申請書類は、ホームページでも
　ダウンロードできます。

あいあいセンターだより
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※再生紙を使用しています。

環境対応型植物油インキを
使用しております。
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今月の健康案内月5

こころのリハビリ教室
「ひだまり」木16日 １歳６か月児健診

（１歳６か月～１歳８ヶ月児）

月27日 健康相談

水29日

乳児健診
（４・５ヶ月児、７・８ヶ月児）

10：００～12：００
あいあいセンター

13：30～14：30
あいあいセンター

10：００～12：００
あいあいセンター

13：30～14：30
あいあいセンター

１０：００～１２：００
あいあいセンター

１０：００～１２：００
あいあいセンター

水15日

健康相談月20日 10：００～12：００
あいあいセンター

健康相談月13日 栄養相談【予約制】金24日

10：００～12：００
あいあいセンター

１０：００～１２：００
あいあいセンター赤ちゃん広場木9日 赤ちゃん広場

（ベビーマッサージ）木23日

（H24年5月18日生　昭和）（H24年5月15日生　広津上）

こ   なつしゅうと る　あ

（H24年5月7日生　直江）
後藤　志有叶ちゃん　 坂本　小夏ちゃん　 矢野　琉亜ちゃん　男 男女

1歳のお誕生日おめでとう!1歳のお誕生日おめでとう!

こころの健康づくりをお手伝いします

　精神疾患をお持ちで、通院中（精神科・心療内科）の方の医療費負担が所得に応じ、軽減される制度です。医療費が３割負担
の方は、１割負担になり、上限額が所得に応じ設定されます。申請は吉富あいあいセンターで受け付けています。
詳しい申請方法等は、主治医または吉富あいあいセンター保健師に直接お尋ねください。
※相談内容等の秘密は厳守されます。

　あいあいセンターでは、精神疾患をお持ちの方や、ご家族の方を対象に、月１回こころのリハビリ教室『ひだまり』を実施して
います。簡単な調理実習や手工芸、施設見学などを実施し、楽しい時間を過ごしています。ぜひ、お気軽に参加してください。
　※教室の開催日時は、毎月の健康案内に載せています。

　酒は百薬の長と言われ、昔から私たちにとって身近な存在です。しかし、お酒の飲みすぎは身体や心に様々な悪影響を及ぼ
します。朝や昼間からアルコールを飲んでいませんか?医師からアルコールをやめるように言われているのに、やめられない等
の悩みはありませんか?下記日程で、保健所保健師による相談会を開催しますので、お気軽にご相談ください。ご家族のみの
相談でも結構です。
　■日時　　　５月２７日（月曜日）　午後1時30分～4時30分まで
　■場所　　　吉富あいあいセンター　和室
　■申し込み　吉富あいあいセンターに5月22日（水）までに電話予約をしてください。
　※１件１時間の予約制です。相談内容等の秘密は厳守されます。

朝ごはん　しっかりたべて　目をさまそう 吉富小学校
岩尾　拓也今月の健康標語

◆精神通院医療制度をご存知ですか?

◆こころのリハビリ教室『ひだまり』参加者募集!

◆アルコール相談のお知らせ

【問い合わせ・申込先】
吉富あいあいセンター ☎23-9900



　第５次吉富町行政改革実施計画の進捗状況と新実施計画「第６次吉富町行政改革実施計画（平成25年度から平成27年度までの３箇
年）」を公表します。
　町行政の事務・事業、組織・機構などを見直す指針として平成22年３月に策定しました第５次吉富町行政改革実施計画の平成24年度
の進捗状況を公表します。
　また、第５次実施計画は、平成24年度をもって３箇年間の計画期間が終了するため、新たに平成25年度から平成27年度までの３箇年
間の具体的取組の指針を定めた第６次吉富町行政改革実施計画を策定しましたので、ここに公表します。

第５次吉富町行政改革実施計画の進捗状況
第６次吉富町行政改革実施計画（平成25年度から平成27年度）



　第５次吉富町行政改革実施計画

１． 事務事業の見直し関係　（１）事務事業の整理合理化 ※実施計画の項目中、平成22、23年度については上段が目標、下段が実績

継続 町税の口座振替の推進 　収納率向上、収納事務の効率化に向けて引き続き口座振替
を推進する。特に滞納者については、個別に口座振替を勧め、
徴収事務の効率化、収納率の向上をめざす。

　平成24年度末現在の税目別口座振替率は住民
税（普通徴収）357人/1,154人　30.94%、固定
資産税1,348人/2,949人、45.71%、軽自動車
税776台/3,207台　24.20%　と対前年度比
較で漸増である。
　 取組については、個人別に窓口での直接依頼、
広報や賦課通知時でのお知らせ等を行い口座振
替の推進を行った。また、給与引落し（特別徴収)の
未導入の企業へ、電話又は直接に出向いて依頼を
重ねた。その結果、推進に結び付き対前年度比較
での漸増となった。
　今後も、企業への働き掛けや納通発送時のＰＲ
等の強化に努め、また納税者に直接働きかけを行
い口座振替の推進に努める。

　平成24年度本算定時、賦課世帯数1,044世帯
に対し、振替登録世帯数 549世帯、特別徴収世帯
55世帯で、国保税口座振替率は 55.51%となる。
　 今後も、国保の新規加入時の勧誘や納通発送
時のＰＲ等を強化し、納税者に直接働きかけを行い
口座振替の推進に努める。

平成25年2月末現在
・保育料　対象204件　口座振替187件
・住　宅　対象135件　口座振替84件
・後　期　対象220件　口座振替153件
　　　　　（年金天引者を除く）

税務課 40%

33.61%

1

継続 国保税の口座振替の推進 　収納率向上、収納事務の効率化に向けて引き続き口座振替
を推進する。特に滞納者については、個別に口座振替を勧め、
徴収事務の効率化、収納率の向上をめざす。

税務課
健康福祉課

55%

49％

2

継続 住宅使用料・保育料（町外保
育所入所者分のみ）・後期高
齢者医療保険料の口座振替
の推進

　収納率向上、納付事務効率化を図るため、引き続き口座振替
を推進する。

健康福祉課 75%
74%

（保育料）
60%
56%

（住宅料）
50%
66%
（後期）

3

42%

33%

58%

51%

77%
87%

（保育料）
62%
57%

（住宅料）
55%
68%
（後期）

44% 34%

60% 56%

92%
（保育料）

62%
（住宅料）

70%
（後期）

79%

（保育料）
64%

（住宅料）
60%

（後期）

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

●一般行政部門

1



継続 小学校・中学校とこどもの森・
私立保育所の連携強化

●教師・職員間交流や児童間及び児童生徒間交流を行い、体験
入学・入園及び学校・園訪問を計画的に実施する。また、町広
報誌に学校紹介等を年２回以上掲載する。
●こどもの森と私立保育所の連携を密にし、就学前教育の充実
に努める。また、小学校・保育所の園児・生徒・職員間交流によ
りスムーズな就学に努める。

保育園・幼稚園・小学校において交流会を定期的
に計画実施
（5月）小学校に入学後の新一年生の授業の様子

を町内の公立・私立の保育士、幼稚園教諭
が参観し、その後、小学校教諭と各保育所、
幼稚園職員との情報交換会を実施

（9.10月）
小学校の運動会に町内の私立・公立の３園
合同で参加することで、職員及び園児間の
交流を深めている。

（11月）
小学校５年生が保育体験。園内各保育室で
園児と交流を深めた。

（2月）小学校での体験入学に参加し、新入学児童
と小学生交流を実施することでスムーズな
就学につながっている。その後、町内各保育
所・幼稚園・小学校の職員間で連絡会を実
施し、情報交換を行う予定である。

　小・中学校間では、４月に教員交流を実施。11月
に特別支援学級在籍児童交流会を行った。
　また、町広報紙6月号、11月号、1月号に小学校
だよりを、9月号、10月号、1月号に中学校だよりを
掲載した。

　４歳児～小学校６年生までの運動・スポーツ教
室や体力測定等を年間を通して実施し、子どもの
体力向上と少年スポーツ活動の活性化を推進して
いる。
　年間を通したスポーツ教室や全町的なスポーツ
イベント、高齢者の体力測定等の開催により生涯
スポーツの推進に努めた。　事業実施における異
種団体間での連携（ウォーキングや寿会体力測定
における企画・運営等）を行い、総合的なスポーツ
振興のための体制づくりに努めた。
平成20年度供用開始分106戸で接続率54.7％（58戸）
平成21年度供用開始分122戸で接続率43.4％（53戸）
平成22年度供用開始分179戸で接続率41.3％（74戸）
平成23年度供用開始分90戸で接続率40.0％（36戸）
平成24年度供用開始分75戸で接続率25.3％（19戸）
（平成25年2月末現在）

教務課
健康福祉課

実施

実施

4

継続 スポーツ振興のための環境づ
くり

　地域の誰もが、それぞれの体力や年齢、技術、興味･関心、目
的に応じて、生涯にわたりスポーツに親しむことができる総合
的な地域スポーツ環境の整備を推進する。

●子どもの体力向上の推進
●小･中学校のスポーツクラブの連携
●競技スポーツの育成･推進
●生涯スポーツの推進
●総合的なスポーツ振興体制の整備

教務課 実施

実施

5

継続 水洗化率の向上 　地元説明会の開催、広報、お知らせ、ホームページを活用し
た啓発、改造助成金や融資斡旋制度のＰＲ、排水設備指定工事
店への工事件数増の働きかけ、個別訪問等を行い、水洗化率の
目標を各年供用開始後3年間で70%とし、引き続き水洗化率
の向上を図る。

上下水道課 実施

実施

6

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施 実施

実施 実施

実施実施

　ファイルなど比較的大量に購入される事務消耗
品（28品目）について、単価入札を実施した。これ
により町の機関全体で、その単価契約で購入して
いる。

継続 事務消耗品の単価入札の実
施

　比較的大量に購入される事務消耗品について、単価入札を
実施し、町の全ての機関が同一単価で購入する。

企画財政課 実施

実施

7 実施

実施

実施実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

2



新規 下水道施設維持管理における
総合支援業務の見直し

　日本下水道事業団に委託している終末処理場等の機器設備
管理技術指導や水質管理技術指導等の技術総合支援業務内
容を見直し、その業務の縮小を図っていく。

　平成23年度から終末処理場等の機器設備管理
や水質管理技術指導等の総合支援業務を縮小し、
経費の削減（年間650千円の減）を行った。

　レセプトのオンライン化に伴い、現物給付の実
施の検討をしている。しかし、レセプトのオンライン
化については進められているがまだ実施には至っ
ていないため、現物給付についても実施には至っ
ていない。また、現在中津市では2医療の現物給付
が進められているが、まだ実施されておらず、すべ
て償還払いにより行われている。今後レセプトのオ
ンライン化が実施される可能性や同市でも現物給
付が開始される可能性があるため、今後も実施を
検討していきたい。
　平成23年度の表彰より資格条件を追加
　平成24年度の表彰世帯は11世帯（23年度は1
世帯のみ）

上下水道課 検討

検討

8

新規 公費医療の中津市内医療機
関での現物給付化

　乳幼児医療と同様に、ひとり親家庭等医療、重度障害者医療
も中津市内の医療機関での現物給付を実施する。

健康福祉課 検討

検討

9

新規 国民健康保険表彰規程の見
直し

　表彰の資格条件に「特定健診を受けていること（世帯内に対
象者がいる場合のみ）」を加える。

健康福祉課 周知

周知

10

実施

実施

実施

検討

実施

実施

実施 実施

実施 検討

実施実施

　交換用電池代の受益者負担としての個人負担
を検討するとしていたが、平成23年2月に国の委
託金により全装置が最新型へ交換され、メールシ
ステムが導入されたため、利用者からは月々の電
話代として、毎月約８００円の個人負担が支払われ
るようになっているため、交換用電池代については
個人負担を行わない方向で検討を始めた。

新規 緊急通報装置にかかる個人負
担の導入

　3年に1度の交換用電池代として個人負担を徴する。（定額。
低所得者については別に措置を講じる。）

健康福祉課 検討

検討

11 実施

検討

未実施実施

　4月に対象者全員に受診希望調査を行い、9月
に未受診者へ受診勧奨通知を再度送付している。
受診率は、今年度44.5％(暫定値)であった。

新規 特定健診受診率の向上 　国民健康保険加入者の特定健診受診率を向上させることに
より、生活習慣病の早期発見、生活習慣の改善を促し、医療費
の抑制を図る。

健康福祉課 45%

40.3%

12 55%

44.5%

44.5%
(H25.2末現在)

65%

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

3

１． 事務事業の見直し関係　（2）規制緩和の推進

継続 押印廃止の推進 　申請書の押印は可能な限り廃止する。 　各種申請書の押印は可能な限り廃止している。
　平成24年5月から税に関する証明の申請書へ
の押印を廃止した。

全課 実施

実施

13 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進捗状況・本計画の総括所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度



4

１． 事務事業の見直し関係　（3）補助金の整理合理化

継続 サンセット方式の導入の推進 　創設される補助金については、終期を設けるサンセット方式
の導入に努める。

　平成24年度に自主防災組織育成事業補助金を
3年間のサンセット方式で創設した（平成24年度
～平成26年度の3年間）。

全課 実施

実施

14 実施

実施

実施 実施

新規 資源物集団回収奨励金の廃
止

　資源物集団回収奨励金は、資源の有効利用促進を図ること
を目的として創設し、回収実施団体に対し奨励金を交付してい
るが、現在、資源となる廃棄物の分別収集にともなう再資源化
が行われていることから、この奨励金を廃止する。

　平成24年度から資源物集団回収奨励金は廃止
している。

住民課 検討

検討

15 実施

未実施

実施 実施

新規 社会福祉法人の助成の見直し 　社会福祉法人（町内認可保育所2園）に対し予算の範囲内に
おいて助成している額の見直しを行う。

平成２３年度から２園共に定員１人あたり1,000円
で算出
●平成23年度
昭和保育園　120,000円助成
わかば乳児保育所　45,000円助成
●平成２４年度
　昭和保育園　120,000円助成
　わかば乳児保育所　45,000円助成

健康福祉課 検討

検討

16 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

2． 組織・機構関係　（1）時代に即応した総合的、機能的な組織・機構の見直し

継続 総合調整会議の開催 　各課横断的な事業については、各課からの依頼に応じて随
時開催する。

　平成24年度開催回数（６回）
　※平成２５年２月末現在
●特別養護老人ホームの施設整備について
●来年度以降の英会話ふれあい事業の実施につ
いて
●（1）町の住宅施策ついて （2）直売所について
●公共施設等（駐車場を含む。）の管理体制について
●普通財産の賃貸借に伴う周辺整備について
●公共施設の耐震診断・改修計画について

企画財政課
関係課

実施

実施

17 実施

実施

実施 実施

継続 総合的な土地利用の推進 　平成21年3月に策定した吉富町都市計画マスタープランに
基づき、地域の特性に応じた調和のとれた土地利用を推進す
る。

　平成21年3月に作成した吉富町都市計画マス
タープランの方針に沿って、より活気のある土地利
用がなされるよう、平成22年度から用途地域の見
直し業務に着手し、平成23年7月に都市計画決定
済み。

企画財政課
産業建設課

実施

実施

18 実施

実施

実施 実施

継続 各種審議会への女性委員の
登用

　男女共同参画社会の形成に向けて、審議会への女性委員の
積極的登用を引き続き行う。

　平成24年4月1日現在、登用率は昨年同様
16％であった。今後も引き続き、委員改選時には
女性委員の登用を積極的に行う。

住民課 20%

21%

19 25%

16%

28% 16%

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度



5

継続 機構改革の実施 　地方分権型社会の本格的な到来により、より効率的・機能的
な組織づくりを行うため、課の統廃合を含めた機構改革を行う。

　今年度、機構改革は行わなかった。
　分権一括法の施行により、拡大した権限と責任
に基づき、限られた財源の中で複雑多様化した住
民ニーズに応えることができる役場組織のあり方
を検討し、現在の組織を抜本的に見直し、平成25
年度を目処に課制条例の全部改正を、効率的・機
能的な組織づくりを行う。

総務課 実施

未実施

20 実施

未実施

実施 未実施

新規 住民と行政の協働によるまち
づくりの推進

　清掃、福祉、教育などの地域における課題に、住民グループ
等が自らの意思で主体的に取り組む活動に対し、補助金を交付
する。これにより住民の自主的なまちづくり活動を促進する。

　平成2４年度活動実施団体６団体（補助金交付
４団体）
●環境整備活動を主に実施する団体２
●高齢者と地区住民の交流活動を主に実施してい
る団体２
●環境整備及び地区住民交流活動を主に行ってい
る団体２　また、１月１３日（日）に、協働のまちづ
くりを担う人材の育成と団体同士の交流を目的
に地域コミュニティ研修会を開催した。

企画財政課 実施団
体数
５団体

５団体

21 実施団
体数
８団体

6団体

実施団
体数
１０団体

実施団体数
６団体

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

3． 定員及び給与関係　（1）定員管理の適正化

継続 定員適正化計画の推進 　職員数が減る中、複雑・多様化する住民ニーズに応じて増大
する業務を的確に果たすため、安易に職員増を行うことなく、ス
クラップアンドビルドを基本とし、機構改革及び配置転換等によ
り効率的な業務執行体制の確立を図る。

　目標職員数を７４名とし、定員の適正化を図って
いる。
　平成24年４月１日在職職員数　　７４名

総務課 74

72
職員数

22 74

72
職員数

74

職員数

74

継続 定員管理の状況、数値目標の
公表

　定員適正化計画の目標数値や定員管理の状況を「町ホーム
ページ」と「広報よしとみ」で年１回、引続き公表する。

　平成２５年３月町ホームページで公表し、同様の
内容を平成２５年５月の広報よしとみで公表予定
である。

総務課 実施

実施

23 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

3． 定員及び給与関係　（2）給与の適正化

継続 職員給与の適正化 　引き続き人事院勧告に準じた給与の適正化を図る。 　平成２４年は人事院勧告はなかった。
　人事院勧告があればそれに準じて給与の適正
化を図っている。

総務課 実施

実施

24 実施

実施

実施 実施

継続 職員の給与状況の公表 職員給与の状況を「町ホームページ」と「広報よしとみ」で年１
回、引続き公表する。

　平成25年３月町ホームページで公表し、同様の
内容を平成25年5月の広報よしとみで公表予定で
ある。

総務課 実施

実施

25 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度



6

4． 職員の育成・確保　（1）人材育成の推進

継続 職員研修の計画的実施 　地方分権型社会の本格的な到来により、職員には、効率的で
質の高い行政サービスを提供するため、職員一人ひとりのスキ
ルアップが強く求められており、併せて、高い倫理観や強い責
任感をもって主体的に行動することが求められている。このこ
とを踏まえ、全体的な職員のスキルアップ、意識改革を図るた
め、計画的に職員研修を実施する。

　福岡県市町村職員研修所への派遣研修を実施
すると同時に町独自の職員研修を二回実施した。
●派遣研修参加職員数　平成24年度　延べ26名
●独自研修　10月10日　危機管理研修　２２名
　　　　　　１月２２日　地域主権改革研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　58名

総務課 実施

実施

26 実施

実施

実施 実施

新規 人事評価制度の確立 　人事評価制度を確立することにより、職員のやる気と自主性
を引き出し、地方分権型社会に対応できる職員の育成を目指
す。

　平成２５年度～平成２６年度に制度を構築、試行
を行う予定
●平成２５年度
人事評価・目標管理制度の設計・構築
…基礎調査、検討委員会の設置・開催、制度の具
体的な設計、説明会の実施等
●平成２６年度　人事評価の試行
…試行→分析→見直し→修正、目標設定・評価
者研修の実施等

総務課 検討

検討

27 実施

未実施

実施 未実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

4． 職員の育成・確保　（2）多様な人材の確保

継続 多様な人材の確保 専門分野の職種の職員を含め、多様な人材の確保に努める。 　平成24年4月1日職員数は74名で目標職員数
である７４名に達した。
　また、今年度末に２名の定年退職者及び3名の
派遣職員がいるのを考慮し、5名の職員を採用予
定である。

総務課 実施

実施

28 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

5． 行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係　（1）窓口における対応の改善と行政サービスの総合化

継続 総合的サービス提供体制の推
進

住民サービスの向上及び住民の立場に立ったサービスの推進
を図る。

　平成22年度から転入者、転出者に吉富町に対
するアンケート調査を行い、住民サービスの向上
に活用している。また、転出入時の手続き等職員が
住民課窓口に出向き、対応するなど、住民の立場
に立ったサービスを行っている。 さらに、今年度、
事例はないが事業説明会等については多くの住
民に参加の機会を与えることを目的に関係者の意
向を汲み取り、夜間開催等を検討する。

総務課
全課

実施

実施

29 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度



7

新規 事務処理マニュアルの作成 　課の統廃合を含めた機構改革の観点からも業務内容の詳細
を短期間で安易に把握し、事務処理の効率化やサービス水準
の均衡を図るため、基本的な業務において事務処理マニュアル
の作成を進める。

　各課、必要に応じ事務処理マニュアルを作成し、
担当者不在の場合でも基本的な事務処理が行え
るよう対応事務処理、電算処理等のマニュアルを
作成している。
　また、産業建設課統合時より課内の事務事業文
書（予算資料、各種事績・様式、作成資料、設計図
書他）の保存先を個人ごとから事業項目ごとに統
一させパソコンネットワーク上で共有しており、誰
もが業務データを相互に確認共有でき業務事務の
引継ぎをスムーズにしている。

総務課
全課

実施

実施

32 実施

実施

実施 実施

新規 埋蔵文化財包蔵地図の整備 　埋蔵文化財包蔵地図の整備 　包蔵地図の整備に係る調査員及び補助員の募
集を行っているが、応募がなく人材の確保ができて
いないため未実施である。

教務課 検討

検討

30 検討

検討

実施 未実施

新規 庁舎の利用者の多様化に対
応するための環境づくり

　多様化する利用者の利便性を考慮し、窓口カウンターの改修
等を行い、より快適な窓口サービスを提供する。

　平成22年12月から、住民課窓口カウンターの
一部を低くし、必要に応じて対座対応を行い、住民
の利便性を図っている。
平成２２年度に役場庁舎の改修を行った。
●玄関内側ドアの自動ドア化
●１F・２Fトイレの一部洋式化

総務課
住民課

実施

実施

31 実施

実施

実施 実施

新規 窓口業務の時間延長 １週間に１日程度、窓口受付時間を延長する。 　平成24年3月から平成24年12月末までの現状
把握を行った結果、転入転出手続きの多い3月末
においても住民をはじめ、転入者からの土日開庁
についての問い合わせや要望はない状況であっ
た。また、窓口業務の延長については、数件の時間
外申請の問い合わせのみがあった。
　これらの状況により課内で協議を行った結果、
現時点での年度末の土日開庁、窓口受付時間の延
長については時期尚早と判断した。そこで開庁時
間内に来庁できない方には、代理人よる委任状請
求、郵便請求の周知を行い住民サービスの低下に
ならないよう配慮する。

住民課 検討

検討

33 実施

未実施

実施 未実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

5． 行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係　（2）インターネットの活用

継続 ホームページの内容の充実 　町ホームページを積極的に活用し、町内外に常に新鮮な情
報を提供する。

　スクロールメッセージや旬のページを随時更新
し、イベント等をHP上で広く周知している。申請書
等もHPからダウンロードできるようにし、申請手続
きの簡素化を図っている。

企画財政課 実施

実施

34 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度
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6． 公正の確保と透明性の向上関係　（1）行政手続の適正化

継続 行政手続条例の適正な運用
の推進

　行政手続条例の適正な運用の推進を行い、新たにつくられる
申請・処分には、遅滞なく基準等を設定し、公表する。 
　また、法律等の改正が行われた場合は、速やかに対応をす
る。

　平成24年3月、「吉富町ふるさとセンターの設置
及び管理に関する条例」が全部改正されたことに
伴い、旧条例下において制定していた審査基準・
処分基準の若干の見直しを図り、新条例に伴った
内容として新たに設定を行い告示及び窓口での
公表を行った。なお、内容については旧条例下にて
設定していたものと概ね同様のものとなっている。

全課 実施

実施

37 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

6． 公正の確保と透明性の向上関係　（2）情報公開の推進

継続 情報公開の推進 　国の情報公開法等を参考に必要に応じ吉富町情報公開条例
の改正を行う。

　過去５ヵ年の情報公開の取扱件数は次のとおり
である。
　平成２０年度　　３件　　平成２１年度　　７件
　平成２２年度　　０件　　平成２３年度　　３件
　平成２４年度　　５件（２月末現在）

総務課 実施

実施

38 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

6． 公正の確保と透明性の向上関係　（3）個人情報保護の推進

継続 個人情報保護の推進 　国の個人情報保護法等を参考に必要に応じ吉富町個人情報
保護の条例改正を行う。

過去５ヵ年の情報公開の取扱件数は次のとおりで
ある。
　平成２０年度　　０件　　平成２１年度　　２件
　平成２２年度　　０件　　平成２３年度　　０件
　平成２４年度　　０件（１月２５日現在）

総務課 実施

実施

39 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

5． 行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係　（3）情報システムやネットワークの活用

継続 公文書管理の適正化に向け
た文書管理システム・電子決
裁の導入

　文書管理規程の見直し及び文書管理システム・電子決裁の
導入

　平成22年度導入済みの文書管理・電子決裁シ
ステムでの庶務事務関連の運用に向け、所管であ
る総務課でその運用方法等の検討を行っている。
今後システム稼働に必要な例規の整備をすすめ、
25年度運用開始を目指す。

総務課 実施

実施

35 実施

実施

実施 未実施

継続 健康管理システム事業の推進 　健康管理システム事業を推進し、保健・福祉・医療の連携を
強化し、住民にきめ細かいサービスを展開する。

　保健指導対象者や健診未受診者を抽出し保健
事業に活用している。

健康福祉課 実施

実施

36 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度
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継続 経費全般について節減合理
化と予算の厳正な執行

　OA機器を含め消灯、電源OFFを推進すると伴に、環境・ラン
ニングコストに配慮した照明機器（ＬＥＤ照明）への移行を検討
し光熱費、CO2の削減に努める。

　長時間の離席時のパソコンの電源OFF及び昼
休みの一部消灯は継続的に実施している。また、夏
季節電対策の一環として、庁舎内の蛍光灯を事務
に支障のない範囲で取りはずしを行った。
　町内の蛍光灯街灯について、経費面、照度面等
を考慮し、新設及び器具修繕が必要となったもの
から順次ＬＥＤ照明へ転換することとしている。今
年度２基交換済み

総務課
全課

実施

実施

42 実施

実施

実施 実施

継続 事務事業、負担金補助金評価
シートの作成

　町が実施する全ての事務事業、負担金補助金について点検
を行い、必要性や効果を検証し、その結果を毎年の予算に反映
させる。

　事務事業、負担金補助金評価シートを作成し、そ
の事業等の必要性や効果などについて点検を行っ
ている。

全課 実施

実施

41 実施

実施

実施 実施

継続 分かりやすい財政状況の公表 　法で定められた財政事情とは別に、独自の様式で町の財政
状況を分かりやすく公表する。

　難解な行政用語に解説をつけるなど、住民が分
かりやすい公表に努めている。
　また、財政事情、新地方公会計制度に基づく財
務諸表を広報にて公表している。

企画財政課 実施

実施

43 実施

実施

実施 実施

継続 附属機関の委員等の報酬等
の見直し

　報酬の支給方法等を含め見直しを行う。 　平成２４年度見直しは行わなかった。総務課 実施

未実施

44 実施

未実施

実施 未実施

継続 公共施設の管理及び事務事
業の指定管理者・民間委託・
民営化への再検討

　公共施設の管理及びすべての事務事業について民間委託
等を検討し、住民ニーズに対応した財源や人員の配分を行う。

　現在、民間等に委託している事業の主なものは
次のとおりである。　
　・一般廃棄物の収集運搬業務
　・漁村センターの管理
　・クリーンセンター及び中継ポンプ場の管理　
　今後、整備中の駅前駐車場（有料化）についても
民間委託を準備中である。

総務課
全課

実施

実施

45 実施

実施

実施 実施

新規 ごみ処理手数料の一部有料
化

　より一層の循環型社会づくりに向け、３Ｒ（リデュース：減らす、
リユース：再利用、リサイクル：再資源化）を促進するために現在
の指定ごみ袋等にごみ処理料の一部を加算する有料化を行う。

　ごみ処理手数料の有料化については、住民に直
ちに影響を及ぼす事案であり、不景気な社会情勢
の中で有料化をすることは、住民に対してさらに負
担を強いることでもあり、現時点では理解を得るこ
とは難しいことと思われる。よって有料化について
は、今後住民の意向等も考慮し、十分なる時間をか
けて検討することとする。

住民課 検討

検討

46 検討

検討

実施 検討

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

7． 経費の節減合理化等財政の健全化関係　（1）経費全般についての節減合理化と予算の厳正な執行

6． 公正の確保と透明性の向上関係　（4）文書の適正管理

継続 文書の適正管理 　文書の収受、回付、決裁、管理までの取扱いを明確にするた
め、必要に応じて文書管理規程の改正を行う。

　平成２４年１１月福岡県公文書館の開館に伴い、
「永久保存文書」を「永年保存文書」とし、公文書館
への歴史的公文書の移管に必要な例規の整備を
行った。

総務課 実施

実施

40 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度
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継続 住宅料・保育料長期滞納者へ
の徴収強化

　年2回の催告書の発送及び住宅入所時の連帯保証人への納
付催告を行う。

住宅：窓口や電話催促を行うが、滞納者は転出者
がほとんどであるため、10月に催告書を送
付した。さらに３月にも送付予定

保育：過年度分滞納者は転出者がほとんどである
ため、10月に催告書を送付した。さらに3月
にも送付予定

健康福祉課 実施

実施

48 実施

実施

実施 実施

新規 後期高齢者医療保険料の収
納率の向上

　催告書の送付回数（年）の見直しや、電話催促等納入催促を
強化する。

　随時滞納者・分納誓約者へ電話催促・臨戸訪問
実施H24年5、10月に催告書を送付。H25年3月
も送付予定

健康福祉課 実施

実施

49 実施

実施

実施 実施

継続 町ホームページに広告掲載 　町ホームページに有料バナー広告を募集する。 　現在4社がバナー広告の掲載をしている。企画財政課 実施

実施

50 実施

実施

実施 実施

継続 広報紙の広告掲載 　広報紙に有料広告を募集する。 　平成２４年４月号～平成２５年２月号の間に６件
掲載した。

教務課
企画財政課

実施

実施

51 実施

実施

実施 実施

新規 駅前駐車場の有料化 　駅前駐車場について、有料化を行う。 　公共施設の適正利用・受益者負担の観点から有
料化に向けて利用料の設定及び無料利用時間の
設定など管理条例を検討した結果、平成24年１２
月議会において、「吉富町営自動車駐車場条例」が
可決され、平成２５年４月１日から吉富駅前駐車場
が有料化される。

産業建設課 検討

検討

52 検討

検討

実施 実施

継続 定住化促進制度の充実 　平成２２年度を終期とする現行の定住化促進制度について、
更に魅力的な内容に改正し、継続する。

　平成２１年中家屋取得者14人、２２年中28人、２
３年中26人、２４年中4名を交付対象者に指定して
いる（計72名中町外からの転入者27人）。平成２３
年４月1日から５年間制度を継続し、奨励対象を家
屋のみから家屋の所在する土地を加えるよう制度
拡充を行った。今後も定住人口の増加を目指して
いきたい。

企画財政課 検討

実施

53 実施

実施

実施 実施

継続 公共下水道の整備による定住
化の促進

　公共下水道の整備面積を各年度１０ｈaを目標として推進す
る。

平成２１年度整備面積　13.55ｈａ
平成２２年度整備面積　8.69ｈａ
平成２３年度整備面積　3.52ｈａ
認可区域内整備率　72.04ｈａ/９９ｈａ＝72.77％
平成２４年度整備面積（見込）　約５ｈａ

上下水道課 １０ｈａ

９．０ha

54 １０ｈａ

５．０ha

１０ｈａ ５．０ha

7． 経費の節減合理化等財政の健全化関係　（2）税収能率の向上等自主財源の確保

継続 収納促進強化月間の設定 　１１月の全国統一収納促進強化月間には収納率向上に向け、
徴収強化を行っているが、更なる収納促進を図るために、町独
自の収納促進強化月間を設定する。

　平成24年度は、昨年度同様の取組に加えて、悪
質な滞納者への給与差押や売掛金の差押の執行
を行った。また、動産差押も執行しネット公売により
換金し滞納税に充当した。　今後とも、税の公平を
図り、且つ適正な税収納率の向上に取り組む。

税務課 実施

実施

47 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度
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継続 企業立地の促進 　吉富町企業立地促進条例に基づく優遇措置をＰＲし、中小企
業にも配慮した企業立地を促進する。

　本制度により企業の新設、増設を奨励している。
本年度、増設２社に奨励金を交付する。今後も国県
の実施する優遇制度なども活用し、企業立地を推
進していく。

企画財政課 実施

実施

55 実施

実施

実施 実施

継続 町有地の処分、貸付等による
有効活用

　未利用町有地について、売却だけでなく、貸付けも含めた活
用を図る。

　天仲寺山下町有地は、町内の事業所と従業員用
駐車場として、５年間の賃貸借契約を締結してい
る。

企画財政課 実施

実施

56 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

8． 会館等公共施設関係　（1）既存施設の有効活用

継続 ふるさとセンターの有効活用 　駅舎、駅周辺などと一体の立地環境を生かしたふるさとセン
ターの有効活用を図るため、利用時間等の見直しを行い、また、
「広報よしとみ」等を通じて町内サークル、団体に呼びかけ利用
を促進する。

　条例改正を行い、平成24年4月から使用料が1
時間単位の額に変更となったことから、一層の利
用促進を図るため、広報紙・HPへの掲載、利用に
ついてのチラシ作成及び掲示、過去の利用者への
周知などを積極的に行った結果、平成25年1月ま
でに、3団体・延べ約70人の利用があった。さらに、
町制施行70周年記念イベントにおける企画として
『よしとみ歴史写真館』を約2週間にわたり開催し、
多数の来場者で賑った。また、待合室には町のPR
用パネルや特産品紹介用のポップを掲示し、物産
展示室としての有効活用に努めている。

産業建設課 実施

実施

57 実施

実施

実施 実施

継続 よしとみ憩いのやかたの有効
活用

　サークル活動の有効利用及び利用促進に努める。異世代交
流の場の提供を図る。

　陶芸サークル４団体、囲碁・将棋クラブ各１団体
が活動中である。陶芸は年４回、吉富キッズクラブ
で指導し、異世代間交流を図った。

教務課 実施

実施

58 実施

実施

実施 実施

新規 子育て支援センターの充実 　子育て家庭等に対する、育児支援の推進をする。 　平成２４年度から子育て支援指導員の補助職員
に保育士を採用、知識と経験を生かした取組み等
を行っている。　毎月「子育て支援センター便り」を
町広報紙に掲載するほか、町内医療機関等に掲示
し、取組み内容や行事スケジュールを周知してい
る。

健康福祉課 実施

実施

59 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

8． 会館等公共施設関係　（2）公共施設の管理運営の効率化

継続 吉富フォーユー会館の充実と
効率的活用

　住民の要望を取り入れ、生涯学習講座・１日教室を実施する。
住民がパソコンを活用できる能力取得を支援する。ホールでの
自主事業の更なる充実を図る。キッズ事業や各種学習講座等
文化・芸術に親しむ場を提供する。

　生涯学習講座は６講座開講し、１日教室ではリサ
イクル教室を行った。パソコン教室は主に初級者を
対象に年１０回開講。自主事業は演劇を開催し、文化
芸術作品に親しむ場を提供した。利用者数（平成25
年2月末38,881人）平成２３年度実績39,324人

教務課 実施

実施

60 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度
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継続 吉富あいあいセンターの充実
と有効活用

　健康づくりの拠点として、きめ細かい住民ニーズに対応した
運用を行い、より有効的な活用を図る。

　各種健康づくり団体が週1回から月1回程度利
用し、自主的な健康づくりの場として活用してい
る。利用者に保健師、管理栄養士が保健指導や健
康相談を必要時実施している。

健康福祉課 実施

実施

61 実施

実施

実施 実施

継続 ボランティアの協力による漁
港清掃活動の推進

　ここ数年定着してきたボランティアの協力による吉富漁港と
吉富海岸の清掃活動を引き続き行う。

　例年海の日に合わせ、吉富海岸及び吉富漁港の
清掃活動を一般ボランティア、漁協、議員、田辺三
菱製薬㈱、築上東部建設業組合、遊漁船所有者、
関係行政団体が参加し実施しており、今後も継続
して実施していきたい。なお、今年度については、７
月１４日に予定していたが、九州北部豪雨と重なっ
たため急遽中止とした。

産業建設課 実施

実施

62 実施

実施

実施 雨天中止

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

9． 公共工事関係　（1）公共工事のコスト縮減

継続 公共工事のコスト縮減 　国県の公共工事コスト縮減対策に関する行動計画を準用し、
工事コストの縮減に努める。

　最新の国・県の公共歩掛や単価を使用し、工事
コストの縮減に努めている。

産業建設課 実施

実施

63 実施

実施

実施 実施

継続 公共下水道工事のコスト縮減 　公共下水道設計基準、構造基準及び指針等の改定が行われ
た場合は速やかに反映させることにより工事コストの縮減を図
る。

　常にコスト縮減を意識し、設計基準等の改定が
あれば速やかに設計に反映させている。

上下水道課 実施

実施

64 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

9． 公共工事関係　（2）公共工事の入札手続の改善

継続 一般競争入札制度の導入 　一般競争入札制度については、平成２０年度に試験的に導入
したが、その後の検証を行い本格的導入を行う。

　試行時に課題となった最小入札参加業者数の
設定及び評価点の設定について、総合評価方式
の導入と併せ検討中であるが、一般競争入札の参
加諸条件により積極的参画が困難となる状況もあ
り抜本的な解決に至っていない。

産業建設課
上下水道課

検討

検討

65 実施

検討

実施 未実施

新規 最低制限価格の設定 　最低制限価格の設定について、詳細な検討を行い導入する。 　周辺自治体の導入状況を鑑み検討中であるが、
現在執行している指名競争入札の実施結果におい
ても極端な低価格入札はなく、工事品質も良好に保
たれているため積極的な導入には至っていない。

産業建設課
上下水道課

実施

未実施

66 実施

未実施

実施 未実施

新規 総合評価落札制度の導入 　国県の指導に基づき、総合評価落札制度を導入する。 　制度導入に伴い、入札指名委員会等において庁
舎内の体制整備（検査・発注体制の整備、業者評価
者の分散化他）等の課制条例の見直しを含め協議
を重ねているが、具体的な導入には至っていない。

産業建設課
上下水道課

検討

検討

67 検討

検討

実施 未実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度
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11． 行政改革進捗状況の公表

継続 行政改革推進委員会による点
検

　行政改革の実施状況について、引き続き、毎年１回、行政改
革推進委員会により点検・評価を行う。

　毎年１回年度末に行政改革推進委員会により点
検・評価を行い、行政改革の確実な実行を行った。

総務課 実施

実施

70 実施

実施

実施 実施

継続 行政改革実施状況の公表 　行政改革の実施状況について、引き続き、毎年１回、町ホー
ムページ及び「広報よしとみ」で公表する。

　平成２５年３月町ホームページで公表し、同様の
内容を平成２５年５月の広報よしとみで公表予定
である。

総務課 実施

実施

71 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

10． 広域行政関係　（1）広域的な行政体制の強化

継続 広域的連携の活用 　広域的な見地に立って企画、調整又は処理することが適切な
事務事業については、広域連携を図る。

　他市町と連携して処理することが適切な事務事
業については、一部事務組合、広域連合、協議会を
設置し、所管課において、費用対効果を常に見据
え効率で有効な運営を目指している。

企画財政課
全課

実施

実施

68 実施

実施

実施 実施

継続 広域的な行政体制の強化 　建設工事に伴い発生する土等の建設副産物を京築県土整
備事務所と管内市町で連絡調整し、管内工事において再生資
源として有効利用する。

　県土整備事務所及び京築市町連携して情報交
換を行っている。

産業建設課 実施

実施

69 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 進　捗　状　況所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度
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進　捗　状　況

進　捗　状　況

進　捗　状　況

１． 事務事業の見直し関係　（１）事務事業の整理合理化

継続 水道料金の口座振替の推進 　水道料金の口座振替の推進により集金委託料の削減を図
る。

　平成２４年度口座振替申込戸数　８１４戸
　２，０６８戸/２，７６０戸＝７４．９％
　（平成２５年２月末現在）
　平成２３年１０月から民間委託（２名の検針員）を
実施

上下水道課 ８０戸

１００戸

1

新規 水道メーター検針業務の見直
し

　水道メーター検針業務の内容を検証し、民間委託の検討に
取り組む。

上下水道課 検討

検討

2

８０戸

109戸
実施

実施

８０戸 814戸

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

7． 経費の節減合理化等財政の健全化関係　（2）税収能率の向上等自主財源の確保

継続 上水道への加入促進 　安心・安定的な上水道への加入促進と水道事業の円滑な実
施を図る。

　平成24年度新設戸数（実績）　３８戸
　（平成２５年２月末現在）

　平成24年度決算見込では累積赤字（42，709
千円）は20，000千円程度の縮減が見込まれる。

上下水道課 ３０戸

３４戸

3

新規 水道事業の経営健全化 　未処理欠損金（累積赤字）の縮減を図る。 上下水道課 実施

実施

4

３０戸

４３戸
実施

実施

３０戸 ３８戸

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

9． 公共工事関係　（1）公共工事のコスト縮減

継続 公共工事コストの縮減 　上水道配水管布設替工事の下水道工事と並行した施工や水
道管の浅埋設によりコストの縮減を図る。

　今年度発注した配水管布設替工事は全て下水
道工事と並行して施工している。管の埋設深も
0.8m～0.6mの浅埋設により施工し、コスト縮減を
図っている。

上下水道課 実施

実施

5 実施

実施

実施 実施

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画 実施状況
22年度 23年度 24年度 24年度

●公営企業部門



第6次 吉富町行政改革実施計画

平成25年３月29日　吉富町



　地方分権が進み、地方を取り巻く環境がめまぐるしく変化する中で、地方公共団体においては、次々と生じる新しい行政課題、高度化・多様
化する住民ニーズ等に的確に対応することが求められています。
　また、我が国の行財政を取り巻く環境は依然として極めて厳しく、地方公共団体においても今まで以上に行政改革の推進に積極的に取り組
んでいかなければなりません。行政改革の進捗状況については住民の厳しい視線もむけられているところであり、これらの状況を改めて認識
の上、更なる改革を進めていく必要があります。
　このような中、本町は平成10年12月に新たな行政改革大綱を策定し、この大綱に基づく、第１次実施計画（平成10年度から平成12年度）、第
２次実施計画（平成13年度から平成15年度）、第３次実施計画（平成16年度から平成18年度）、第４次計画（平成19年度から平成21年度）、第
５次計画（平成22年度から平成24年度）と１５箇年度にわたり、積極的に行政改革に取組み、また、平成17年度は、総務省の「地方公共団体に
おける行政改革の推進のための新たな指針」による｢吉富町集中改革プラン」（平成17年度から平成21年度）を策定し併せて取り組んできたと
ころです。今回第５次実施計画の終了年度を迎え、更なる行政改革の推進に向け、ここに第６次実施計画（平成25年度から平成27年度までの
３箇年）を策定しました。この計画を総務省の「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」による「吉富町集中改革プラン」
と位置づけ、計画に基づく行政改革を確実に推進し、町民の期待と信頼に応えられる町政の実現を目指します。

◎計画実施にあたっての基本的事項
　１ 計画実行にあたっては町民の理解と行政への参画が極めて重要であり、｢私たちのまちは私たちの手でつくる」という住民自治の育成に

向け努力します。

　２ 行政改革は、組織や職員のための改革ではなく、あくまでも町民のための改革であるという認識のもと、職員一人ひとりが努力し、確実に
目標の実現に向け実行します。

は じ め に



　第６次吉富町行政改革実施計画

１． 事務事業の見直し関係　（１）事務事業の整理合理化

1

継続 町税の口座振替の推進 ・事務の効率化を図るため、引き続き口座振替を推進する。
・退職や転入等により新たに課税される方に口座振替の推進を図る。
・広報、窓口での直接依頼及び賦課通知の際に周知を図る。

税務課
健康福祉課

37%
（住民税）
50%

（固定資産税）
30%

（軽自動車税）
57%

（国保税）

43%
（住民税）
55%

（固定資産税）
35%

（軽自動車税）
63%

（国保税）

50%
（住民税）
60%

（固定資産税）
40%

（軽自動車税）
70%

（国保税）

1

継続 住宅使用料・保育料・後期高齢者医療保険
料の口座振替の推進

　収納率向上、納付事務効率化を図るため、引き続き口座振替を推進する。 健康福祉課 93%
（保育料）
76%

（住宅料）
（口座振替対象者）
71%
（後期）

94%
（保育料）
78%

（住宅料）
（口座振替対象者）
73%
（後期）

95%
（保育料）
80%

（住宅料）
（口座振替対象者）
75%
（後期）

2

継続 スポーツ振興のための環境づくり 　地域の誰もが、それぞれの体力や年齢、技術、興味･関心、目的に応じて、
生涯にわたりスポーツに親しむことができる総合的な地域スポーツ環境の
整備を推進する。

●子どもの体力向上の推進
●小･中学校のスポーツクラブの連携
●競技スポーツの育成･推進
●生涯スポーツの推進
●総合的なスポーツ振興体制の整備
●スポーツ指導者の育成

教務課 実施 実施 実施

3

継続 水洗化率の向上 　広報や供用開始後の各戸への通知、地元説明会の開催等による啓発、改
造助成金や改造資金融資斡旋制度のＰＲ、排水設備指定工事店への工事受
注件数増の働きかけ、個別訪問による水洗化普及活動を通して、水洗化率の
目標を各年供用開始後３年間で７０％とし、引き続き水洗化率の向上を図る。

上下水道課 実施 実施 実施

4

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

●一般行政部門



2

継続 事務消耗品の単価入札の実施 　比較的大量に購入される事務消耗品について、単価入札を実施し、町の
全ての機関が同一単価で購入する。

企画財政課 実施 実施 実施
5

継続 公費医療の中津市内医療機関での現物給
付化

　中津市のひとり親家庭等医療・重度障害者医療の現物給付開始後、本町
のひとり親家庭等医療・重度障害者医療も中津市内医療機関等での現物給
付を実施する。

健康福祉課 検討 検討 実施
6

継続 特定健診受診率の向上 　国民健康保険加入者の特定健診受診率を向上させることにより、生活習
慣病の早期発見、生活習慣の改善を促し医療費の抑制を図る。

健康福祉課 46.0% 50.0% 54.0%
7

新規 セカンドライフセミナー事業の見直し 　参加者の増加を目的として、事業内容を見直す。 健康福祉課 実施 実施 実施
8

新規 在宅介護支援センター運営事業の見直し 　事業の縮小を目的として、事業内容を見直す。 健康福祉課 実施 実施 実施
9

新規 敬老祝金支給事業の見直し 　事業縮小を目的として支給金額、対象者等の事業内容について見直す。 健康福祉課 検討 検討 実施
10

新規 男女共同参画社会の推進 　男女共同参画社会の実現を目指し、各種啓発、推進事業を行う。 住民課 実施 実施 実施
11

新規 ボランティアの協力による、環境美化キャン
ペーン清掃活動

　ボランティアによる環境美化キャンペーン清掃活動を引き続き行う。 住民課 実施 実施 実施
12

新規 公共下水道特別会計の公営企業会計への
移行

　特別会計から公営企業会計に移行することにより、経営状況・財政状態を
明確にして経営の効率化・健全化を図る。

上下水道課 検討 検討 実施
13

新規 子どもの読書活動の推進 　子どもの読書活動推進計画に基づき、平成２４年7月に推進協議会を設
置。家庭や地域・学校と連携して子どもが読書に親しむ機会の提供と図書の
整備・充実を図り、子どもの読書活動を推進する。

教務課 実施 実施 実施
14

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

継続 サンセット方式の導入の推進 　創設される補助金については、終期を設けるサンセット方式の導入に努め
る。

企画財政課 実施 実施 実施
15

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

１． 事務事業の見直し関係　（3）補助金の整理合理化



3

２　組織・機構関係　　（１）時代に即応した総合的、機能的な組織・機構の見直し

継続 総合調整会議の開催 　各課横断的な事業については、各課からの依頼に応じて随時開催する。 企画財政課 実施 実施 実施
16

継続 総合的な土地利用の推進 　調和のとれた土地の利活用の推進をする。 企画財政課 実施 実施 実施
17

継続 各種審議会への女性委員の登用 　男女共同参画社会の形成に向けて、各種審議会への女性委員の積極的
登用を引き続き行う。

住民課
全課

20% 30% 40%
18

継続 機構改革の実施 　地方分権型社会の本格的な到来により、より効率的・機能的な組織づくり
を行うため、課の統廃合を含めた機構改革を行う。

総務課 準備 実施 実施
19

継続 住民と行政の協働によるまちづくりの推進 　住民主導の地域づくりを推進するため、 清掃、福祉、教育などの地域的な
課題に取り組む町内の団体に対して、補助金を交付する。 また、協働のまち
づくりに必要な人材の育成、まちづくり団体同士が交流することのできる場
や機会の提供をする。

企画財政課 実施 実施 実施

20

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

３　定員及び給与関係　　（１）定員管理の適正化

継続 定員適正化計画の推進 　複雑・多様化する住民ニーズに応じて増大する業務を的確に果たすため、
安易に職員増を行うことなく、スクラップアンドビルドを基本とし、機構改革
及び配置転換等により効率的な業務執行体制の確立を図る。

総務課 74

職員数
（派遣職員除く）

74

職員数
（派遣職員除く）

74

職員数
（派遣職員除く）

21

継続 定員管理の状況、数値目標の公表 　定員適正化計画の目標数値や定員管理の状況を「町ホームページ」と「広
報よしとみ」で年１回、引き続き公表する。

総務課 実施 実施 実施
22

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

３　定員及び給与関係　　（２）給与の適正化

継続 職員給与の適正化 　引き続き人事院勧告に準じた給与の適正化を図る。 総務課 実施 実施 実施23

継続 職員の給与状況の公表 　職員の給与状況を「町ホームページ」と「広報よしとみ」で年１回、引き続き
公表する。

総務課 実施 実施 実施
24

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度



4

４　職員の育成・確保　　（2）多様な人材の確保

継続 多用な人材の確保 　専門分野の職種の職員を含め、多用な人材の確保に努める。 総務課 実施 実施 実施
27

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係　　（１）窓口における対応の改善と行政サービスの総合化

継続 総合的サービス提供体制の推進 　住民サービスの向上及び住民の立場に立ったサービスの推進を図る。 総務課
全課

実施 実施 実施
28

継続 埋蔵文化財包蔵地図の整備 　埋蔵文化財包蔵地図の整備（２ヶ年で終了予定） 教務課 実施 実施 ー
29

継続 庁舎の利用者の多様化に対応するための
環境づくり

　多様化する利用者の利便性を考慮し、より快適で利用しやすい環境を提
供するため、各課業務の総合案内板の設置等を行う。

総務課 実施 実施 実施
30

継続 事務処理マニュアルの作成 　課の統廃合を含めた機構改革の観点からも業務の内容の詳細を短期間
で安易に把握し、事務処理の効率化やサービス水準の均衡を図るため、基
本的な業務において事務処理マニュアルの作成を進める。

総務課
全課

実施 実施 実施
31

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係　　（２）インターネットの活用

継続 ホームページの内容の充実 　インターネットを積極的に活用し、行政サービスの向上及び常に新鮮な情
報の提供に努める。

企画財政課 実施 実施 実施
32

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

４　職員の育成・確保　　（１）人材育成の推進

継続 職員研修の計画的実施 　地方分権型社会の本格的な到来により、職員には、効率的で質の高い行
政サービスを提供するため、職員一人ひとりのスキルアップが強く求められ
ており、併せて高い倫理観や強い責任感をもって主体的に行動することが
求められている。このことを踏まえ、全体的な職員のスキルアップ、意識改革
を図るため、計画的に職員研修を実施する。

総務課 実施 実施 実施

25

継続 人事評価制度の確率 　人事評価制度を確立することにより、職員のやる気と自主性を引き出し、
地方分権型社会に対応できる職員の育成を目指す。

総務課 策定 試行 実施
26

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度
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６　公正の確保と透明性の向上関係　　（１）行政手続の適正化

新規 行政手続制度の整備・公表 　行政手続法及び行政手続条例に基づく申請・処分に対し現存する審査基
準・標準処理期間等の見直しを行い、公表する。

総務課 検討 整備 運用開始
35

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

６　公正の確保と透明性の向上関係　　（２）情報公開の推進

継続 情報公開の推進 　「情報公開を求められる前に，進んで情報を提供する」という意識を持ち、
積極的な情報提供に努め，町政の透明性を高める。

総務課 実施 実施 実施
36

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

６　公正の確保と透明性の向上関係　　（３）個人情報保護の推進

継続 個人情報保護の推進 　近年の個人情報保護へのいわゆる「過剰反応」への対応も行いながら、町
が所有する個人情報の適切な取り扱いを図る。

総務課 実施 実施 実施
37

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

６　公正の確保と透明性の向上関係　　（４）文書の適正管理

継続 文書の適正管理 　情報公開の効果的な推進を図るため、文書の適正管理に努める。 総務課 実施 実施 実施
38

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係　　（３）情報システムやネットワークの活用

継続 庁内庶務事務関連文書の電子化 　庁内ＬＡＮにて導入済みシステムを利用し、庶務事務関連の決裁を電子的
に行う。

総務課
全課

実施 実施 実施
33

継続 健康管理システム事業の推進 　健康管理システム事業を推進し、保健・福祉・医療の連携を強化し、住民
にきめ細かいサービスを展開する。

健康福祉課 実施 実施 実施
34

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度
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継続 公共施設の管理及び事務事業の指定管理
者・民間委託・民営化への再検討

　公共施設の管理及びすべての事務事業について民間委託等を検討し、住
民ニーズに対応した財源や人員の配分を行う。

総務課
全課

実施 実施 実施
42

７　経費の節減合理化等財政の健全化関係　　（２）税収納率の向上等自主財源の確保

継続 収納促進強化月間の設定 　１１月の全国統一収納促進強化月間では収納率向上に向け、徴収強化を
図る。

税務課 実施 実施 実施
43

継続 住宅料・保育料長期滞納者への徴収強化 　年２回の催告書の発送及び住宅入所時の連帯保証人への納付催告を行
う。

健康福祉課 実施 実施 実施
44

継続 後期高齢者医療保険料の収納率の向上 　催告書の送付回数（年）の見直しや、電話催促等納入催促を強化する。 健康福祉課 実施 実施 実施
45

継続 「町ホームページ」及び「広報よしとみ」に広
告掲載

　「町ホームページ」及び「広報よしとみ」に有料広告の掲載募集をする。 企画財政課 実施 実施 実施
46

継続 定住化促進制度の充実 　定住化促進制度について、ニーズを把握しながら、魅力的な内容に改正す
ることを視野に入れながら継続する。

企画財政課 実施 実施 実施
47

継続 公共下水道の整備による定住化の促進 　公共下水道の整備面積を各年度１０ｈaを目標として推進する。 上下水道課 １０ｈa １０ｈa １０ｈa
48

継続 企業立地の促進 　 吉富町企業立地促進条例に基づく優遇措置をＰＲし、中小企業にも配慮
した企業立地を促進する。

企画財政課 実施 実施 実施
49

継続 町有地の処分、貸付等による有効活用 　未利用町有地について、売却だけでなく、貸付けも含めた活用を図る。 企画財政課 実施 実施 実施
50

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

７　経費の節減合理化等財政の健全化関係　　（１）経費全般についての節減合理化

継続 事務事業、負担金補助金評価シートの作成 　町が実施する全ての事務事業、負担金補助金について点検を行い、必要
性や効果を検証し、その結果を毎年の予算に反映させる。

企画財政課 実施 実施 実施
39

継続 経費全般について節減合理化と予算の厳
正な執行

　ＯＡ機器を含め消灯、電源ＯＦＦを推進するとともに、ランニングコスト（維持
管理費）に配慮したＯＡ機器、設備への移行を検討し、経費の削減に努める。

総務課
全課

実施 実施 実施
40

継続 分かりやすい財政状況の公表 　法で定められた財政事情とは別に、独自の様式で町の財政状況を分かり
やすく、年に２回公表する。

企画財政課 実施 実施 実施
41

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度



８　会館等公共施設関係　　（１）既存施設の有効活用

7

継続 ふるさとセンターの有効活用 　駅舎、駅周辺などと一体の立地環境を生かしたふるさとセンターの有効活
用を図るため、より一層の利用促進を図る。

産業建設課 実施 実施 実施
52

継続 子育て支援センターの充実 　子育て家庭等に対する、育児支援の推進をする。 健康福祉課 実施 実施 実施
53

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

８　会館等公共施設関係　　（２）公共施設の管理運営の効率化

継続 吉富フォーユー会館の充実と効率的な活
用

　住民の要望を取り入れ、生涯学習講座・1日教室を実施し、能力取得を支
援する。ホールでの自主事業の更なる充実を図る。

教務課 実施 実施 実施
54

継続 吉富あいあいセンターの充実と有効活用 　健康づくりの拠点として、きめ細かい住民ニーズに対応した運用を行い、
より有効的な活用を図る。

健康福祉課 実施 実施 実施
55

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

９　公共工事関係　　（１）公共工事のコスト縮減

継続 公共工事のコスト縮減 　国県の公共工事コスト縮減対策に準じ、標準積算基準・単価等を遵守し工
事コストの縮減に努める。

産業建設課 実施 実施 実施
56

継続 公共下水道工事コストの縮減 　公共下水道設計基準、構造基準及び指針等の改定が行われた場合は速
やかに反映させることによりコストの縮減を図る。

上下水道課 実施 実施 実施
57

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

新規 公有財産（物品等）の公売 　公有財産で処分可能な物品等をインターネットを活用し、公売できるよう
なシステムを確立する。

企画財政課 検討 実施 実施
51
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１０　広域行政関係　　（１）広域的な行政体制の強化

継続 広域的連携の活用 　広域的な見地に立って企画、調整又は処理することが適切な事務事業に
ついては、広域連携を図る。

企画財政課
全課

実施 実施 実施
60

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

１１　行政改革進捗状況の公表

継続 行政改革推進委員会による点検 　行政改革の実施状況について、引き続き、毎年１回、行政改革推進委員会
により点検・評価を行う。

総務課 実施 実施 実施
61

継続 行政改革実施状況の公表 　行政改革の実施状況について、引き続き、毎年１回、町ホームページ及び
「広報よしとみ」で公表する。

総務課 実施 実施 実施
62

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

９　公共工事関係　　（２）公共工事の入札手続きの改善

継続 一般競争入札制度の導入 　一般競争入札制度については、平成２０年度に試験的に導入したが、その
後の検証を行い本格的導入を行う。

産業建設課
上下水道課

準備 実施 実施
58

継続 総合評価落札制度の導入 　国県の指導に基づき、総合評価落札制度を導入するため、工務部門と検
査部門の分立等、庁舎内の関連体制づくりを行う。

産業建設課
上下水道課

準備 準備 実施
59

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度



●公営企業部門

１　事務事業の見直し関係　　（１）事務事業の整理合理化

9

継続 水道料金の口座振替の推進 　水道料金の口座振替の推進を図る。 上下水道課 80% 85% 90%
1

新規 企業会計電算処理システムの導入 　効率的・合理的な会計処理及び記録の仕組みを整備するため企業会計電
算処理システムの導入を行う。

上下水道課 検討 実施 実施
2

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

７　経費の節減合理化等財政の健全化関係　　（２）税収納率の向上等自主財源の確保

継続 上水道への加入促進 　安心・安定的な上水道への加入促進と水道事業の円滑な実施を図る。 上下水道課 30戸 30戸 30戸
3

継続 水道事業の経営健全化 　未処理欠損金（累積赤字）の縮減を図る。 上下水道課 実施 実施 実施
4

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度

９　公共工事関係　　（１）公共工事のコスト縮減

継続 公共工事コストの縮減 　上水道配水管布設替工事の下水道工事と並行した施工や水道管の浅埋
設によりコストの縮減を図る。

上下水道課 実施 実施 実施
5

番号 項　　目 実　施　概　要 所管課新継
区分

実施計画
25年度 26年度 27年度


